
<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.1.13
■調査会ニュースの送信について

平素は北朝鮮に拉致された日本人を救出するための全国協議会の活動にご協力を賜りあ

りがとうございます。

さて、ご案内の通り去る 日、特定失踪者調査会が設立され救う会から特定失踪者の10
調査活動を分離して引き継ぐことになりました。

現在調査会の代表である荒木和博（前救う会全国協議会事務局長）と西岡力（救う会全

国協議会副会長・事務局長代行）とで全国協議会の事務引き継ぎを行っております。これ

までお送りしてきたニュースについては作業が終了後、引き続き終了後発信できるように

なると思いますが、あわせて調査会のニュースもお送りすることに致しました。

ニュースの送信先はこれまで救う会のニュースをご購読いただいていた方に出します

が、ご不要の方はメールで御連絡いただけると幸いです。新規の申し込みは救う会のニュ

ースと同様本名・電話番号・ご住所をお知らせいただいた方にお送りすることになりま

す。また、今後の購読申し込み、中止、送信先変更などは救う会と調査会で別々に行われ

ますので、ご了承下さい。

今後ともよろしくお願い申し上げます。

特定失踪者問題調査会代表 荒木和博



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.1.17
■園田さん御夫妻のデータについて

本日、鹿児島県で失踪された園田一さん、敏子さん夫妻のご家族がご両親の失踪につい

て公表に踏み切りました。お二人については 月 日の第 次発表では非公開になって1 10 1
いましたが、調査会では 日の発表後、公開に切り替える旨の連絡を連絡をいただいて10
おり、第 次発表では公開される予定です。なお、第 次発表の中で「カップルの失踪の2 1
頻発」とあった内の 件はこの事件です。1



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.1.25
■調査会事務所設置

本会の事務所が下記に設置されました。

112-0004 2-3-8 6 401〒 東京都文京区後楽 第 松屋ビル

（ＪＲ・地下鉄飯田橋駅徒歩 分）Tel 03-5684-5058 Fax 03-5684-5059 2

事務所自体は先週末契約を済ませておりましたが昨日電話の設置が終了しましたのでお

知らせ申し上げます。まだあまり事務所らしくなっていませんが、活動の方は大急ぎで進

めなければなりませんので事務所開きなどのセレモニーも行いません。今後ともご協力を

よろしくお願いします。

事務所の第 号の来訪者は安明進氏でした。安氏は調査会が発足し事務所ができたこと1
に大変喜んでいました。この場でこれまで見せていなかった特定失踪者の写真を見てもら

いましたが、それについては記憶がないとのことでした。また、先日来話題になっている

松本賢一さんについて確認したところ、安明進氏の見た人の推定年齢と松本さんの年齢に

多少差があることが分かりました。この件についてはさらに調査を続ける予定です。

■第 次リスト発表 月 日を予定2 2 10
調査会では 日夜、理事会を開催しました。 月 日に行った第 次の特定失踪者リ24 1 10 1

スト発表の後、新たにご家族から寄せられた情報及び第 次で非公開だった方のうち、後1
にご家族が公開を希望された方についてのリストを 月 日（月）午後、記者会見を開2 10
いて公開します（場所や詳しい時間は未定 。なお、調査会役員は 日に関係官庁を回り） 12
特定失踪者問題について取り組みを強化することなどを要請する予定です（先方との調整

は今後行いますので詳細は未定です 。）

なお、拉致問題に関心を示し活動して下さっている弁護士グループの方々から、川人博

（かわひと・ひろし）弁護士と藤野義昭弁護士（救う会北海道会長）のお二人に理事とし

て加わっていただくことになりました。



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.2.2
■報道関係各位 記者会見のお知らせ

以下の通り記者会見を行います。ご協力をよろしくお願い申し上げます。

１、日時 月 日（月）2 10
２、場所 ＵＩゼンセン会館

4-8-16 03-3288-3549千代田区九段南 電話

（ＪＲ・営団地下鉄有楽町線・南北線・都営地下鉄新宿線市谷駅下車）

※ＪＲ市ケ谷駅から靖国通りを九段下方向に向かい右側三菱銀行の角を右に入る

３、内容 １：３０～２：００ 救う会・家族会記者会見

★本日から 日まで訪米する救う会島田洋一幹事（福井県立大助教授）と9
福井義高幹事（青山学院大助教授）の訪米報告。

２：００～３：００ 調査会記者会見

★特定失踪者第 次リストの発表2
※救う会・家族会記者会見については救う会全国協議会（ － － ）にお問い合03 3946 5780
わせ下さい。

※リスト発表は概ね 月 日と同様に行いますが、写真の撮影などについて、現在警視1 10
庁記者クラブ幹事社と調整中です。追って御連絡します。



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.2.10
■特定失踪者リスト第 次発表2
調査会は本日（ 月 日）発表にあたって2 10

特定失踪者問題調査会

代表 荒木和博

▼前回同様ここに発表したのはあくまで「拉致の可能性を完全に排除することが出来ない

失踪事件」のリストであり 「拉致の可能性の高い失踪事件」のリストではありません。、

これをもって拉致と断定することのないよう十分注意願います。

▼取材に当たってはメディアスクラムを避けるため、ご家族・関係者に対する充分な配慮

をお願いします。

▼まだ特定はできませんが、拉致には「土台人」と言われる在日コリアンが協力をしてい

。 、 、るケースが少なくないと推定されます また 日本人の中にも協力者がいる可能性があり

少なくとも代表団などで平壌を訪れた際拉致被害者を目撃している人は存在すると推定さ

。 。れます それらの人々には一刻も早く自らの知っていることを明らかにするよう求めます

▼在日コリアンの中にも多くの拉致あるいはそれに類する被害者が存在します。在日の失

踪者の場合北朝鮮にいる可能性は日本人より高く、また、日本人拉致被害者に比べて隔離

された施設にいる可能性は低いと言えます。従って日朝間を往来している総連系在日等を

通じて情報が出てくる可能性は日本人以上に高く、在日の中でこれらの人々を救出するた

めの動きが出てくることを期待します。

▼ 当会発足依頼 カ月、この間拉致であるとないとにかかわらず「失踪」という事件が1
いかに深刻な問題か実感しています。もし今回及び前回発表した方々で北朝鮮による拉致

でなく、日本国内におられることが明らかになった場合は直ちにご家族ないし当会、ある

いは最寄り警察に御連絡いただきたく思います。消息が分かることによって何よりご家族

が安心し、私たちにとっても事件の絞り込みをすることができるようになるからです。ま

た、企業や労働組合などの組織には失踪問題の重大さをご理解たまわり、一般の失踪者を

発見するための活動を行っていただきたく思います。具体的にはご家族にも体的には家族

から依頼のあった行方不明者について情報を自社製品、営業所、各種組織等を通して流す

などの活動です。すでに実行されている企業もあると聞きますが、さらに多くの方々が取

り組んで下さいますようお願い申し上げます。警察の現状ではすべての失踪者問題（特定

失踪者に限らず、一般失踪者も含めて）を取り扱うことは不可能であり、積極的に民間と

連携して失踪者問題が 件でも多く解決するよう努力していただきたいと思います。1
＜リスト＞省略



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.2.13
■Ａさん（ 調査会ニュース」配信当時は実名）日本国内にいることが明らかに「

第 次リストに掲載されているＡさんについて、日本国内にいることが明らかになりま2
した。

プライバシーの問題があり、詳細についてはお知らせできませんが、無事であることは

間違いありません。ご協力ありがとうございました。他の方々についても、拉致でなく日

本国内で無事でおられればそれが最善です。こちらも事件の絞り込みをしていくことがで

きます。ささいなことでも結構ですので情報がありましたらお知らせいただけると幸いで

す。また、拉致未遂の情報なども入りつつあります、何かありましたら御連絡をお願い申

し上げます

■政府機関に協力要請

調査会の役員（荒木和博代表・真鍋貞樹専務理事・兵本達吉理事・川人博理事・増元照

明理事）は本日警察庁（高石和夫外事課長 ・公安調査庁（中村壽宏調査第 部長 ・海上） ）2
保安庁（石橋幹夫警備課長 ・内閣府支援室（小熊博室長）を訪れ以下の要請書及び非公）

開の特定失踪者もふくめたリスト（ 余人分）を手交し協力を要請しました。それぞれ200
の機関で情報を下部に降ろすことや情報の開示など今後の協力体制などについての意見交

換を行いました。

平成１５年２月１２日

内閣官房長官殿

警察庁長官殿

公安調査庁長官殿

海上保安庁長官殿

特定失踪者問題調査会

代表 荒木和博

私たちは本年１月１０日に設立された、北朝鮮によって拉致された可能性を排除できな

い方々の調査を目的として設立された民間団体である。昨年９月１７日の日朝会談を契機

として、全国から私たちに「失踪した家族は北朝鮮によって拉致されたのではないか」と

いう疑念を持ったご家族の方から情報が寄せられている。２月１０日現在でその総数は２

２８人にも上っている。

私たちは、その全てを北朝鮮による拉致であると認識しているものではない。その可能

性を排除できないものと認識している。それらの事案の調査を進めていくことによって、

事実関係の解明を目的とするものである。それは、最低でも４０名いるとされる北朝鮮に

よって拉致された日本人を特定し、拉致事件の全容の解明に繋がるからである。

もちろん、私たちは民間団体で行なうことの限界を認識している。しかし、私たちは民

間団体であるからこそ可能なこともあると認識している。それは、政府として「拉致の認

定」に至らない多くの情報を独自に入手し、それを調査し公開していくことで全国民の協

力を求めていくことである。それは 「家族会 「救う会」をはじめとする民間団体の活、 」

動によって、北朝鮮による拉致問題の解明が進んできたことは見れば、その有効性は明ら



かである。

指摘するまでもなく、失踪者を抱えたご家族の苦しみは想像を絶するものがある。仮に

北朝鮮による拉致ではなくても、何らかの事件に巻き込まれた可能性もある。政府として

それらを放置したままにしておくことは許されざるものである。

北朝鮮による拉致は、個人の人権を蹂躙する許し難い犯罪であり、また国家主権の侵害

でもある。そして、この北朝鮮による拉致問題の解決は、東アジアにおけるわが国の平和

と安全を確保していく上で、最大の課題の一つとなっている。私たちはこの問題の全面的

、 、 。な解決が無い限り わが国の自由と民主主義 そして平和と安全は確保し得ないと考える

よって、私たちは、国民の絶大な支持と期待をもとに、政府当局との密接な連携と協力関

係を図りながら、北朝鮮による拉致問題の全容を解明とその解決を図らなくてはならない

と考えるものである。したがって、ここに政府関係機関の一層の奮起を求めるとともに、

私たちの調査活動への協力を要請するものである。

要請事項

１ 政府関係当局において、本調査会がリストアップした事案について速やかに再調査を.
されたい。

２ 再調査の結果を速やかに本調査会に報告されたい。尚、その際には捜査上の秘密につ.
いて、本調査会は最大限の配慮を行なうものである。

３ 再調査の結果を、可能な限り国民に公開されたい。.
、 。４ 本調査会が行なう調査活動について関係当局において できる限りの協力をされたい.

５ 政府関係当局による再調査の結果 「拉致」との確証が得られた場合、速やかに「認. 、

定」と公開、ならびに日朝交渉の俎上に上らせること。

６ 特定失踪者問題の全容解明に向けて、政府関係当局が密接なる連携を図りつつ、民間.
団体との協力のもとで調査が進められるような新たな調査機関の設立を早急に進める

こと。

７ 朝鮮半島の有事が想定される今日、在外邦人の救出、あるいはいわゆる「北朝鮮日本.
人妻あるいは夫」そして「脱北者」などへの人道的配慮と支援措置を、速やかに検討

すること。

以上

尚、本要請に対して、速やかに関係当局において調整された上、２月中を目途に本調査

会宛に回答を願います。その結果を記者会見にて発表する予定です。



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.2.14

■Ｂさん（ 調査会ニュース」配信当時は実名）国内での健在を確認「

第二次発表 名の内すでにＡさんの健在が確認されましたが、本日兵庫県のＢさんに44
、 。 、ついて 国内での健在が確認されました これはご本人からご家族に連絡があったもので

。 。すでに直接ご家族が面会し確認しています 関係各位のご協力に心より御礼申し上げます

第一次の方も含め、国内におられる方の情報をご存知の方はぜひご連絡願います。たと

え会うことができない事情があったとしても、元気でいることが分かればご家族の精神的

負担は大幅に減らすことができます。

それにしても、この調子で全員が国内で健在で、ご家族のもとに戻ってくればと思うの

ですが……。



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.2.27
■明日、要請書に政府から回答

去る 月 日に調査会役員が警察庁、公安調査庁、海上保安庁、内閣府を回って提出2 12
した要請書に対し、明日一括した回答が出されることになりました。 時半に荒木代表、1
真鍋専務理事ら調査会役員が内閣府で回答を受け取ります。

この回答の内容とそれに対する調査会としての見解を記者会見を開いて発表します。内

容は下記の通りです。救う会と合同で行います。

＜記者会見＞

１、日時 月 日（金）午後 時から（救う会全国協議会と合同）2 28 3
２、場所 友愛会館 階第 会議室（港区芝 － ）9 1 2 20 Tel 03-3453-5381
３、内容

（救う会記者会見）

家族会・救う会訪米について 佐藤勝巳会長他 救う会全国協議会役員

（調査会記者会見）

政府からの回答とそれに対する見解・ポスター作成など今後の活動について

荒木和博調査会代表他 調査会役員

※報道関係各位 緊急に設定したため記者会見場が狭い場所しかとれませんでした。

誠に恐縮ですがテレビは 社 カメでお願いします。1 1



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.2.28
■要請書に政府が回答

1 2本日 時半、調査会荒木代表・真鍋専務理事・増元理事が内閣府支援室を訪れ、去る

。 。月 日に行った要請での要請状への回答を受け取りました その内容は以下の通りです12
政府側からは小熊支援室長をはじめ警察庁、公安調査庁、海上保安庁、外務省、公安調査

庁、法務省から関係課長ないしその代理が参加して対応しました。

これについて同日 時から記者会見を行いましたが、調査会としての見解は概ね次の通3
りです。

（１）関係官庁が協議して回答をまとめてくれたことについては率直に評価する。関係各

位のご努力に感謝したい。

（２）しかし、今回あらためて確認したのだが、現在日本には拉致された人を見つけ出す

のに責任を追う国家機関、救出するのに席にを追う国家機関はない。これが最大の

問題である。

新たな機関の設置を提起したのは「はじめに機関ありき」ではなく、あくまで救出する

という最終目的のためにどうするかということです。ともかく「救出する」態勢を早急に

作ってもらうよう要望します。

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

特定失踪者問題調査会からの要請事項について

平成 年 月 日15 2 28
内閣官房

警察庁

公安調査庁

海上保安庁

外務省

○ 再調査の実施、調査会への協力、再調査結果の国民への公開について

（要請事項１，２，３，４）

○ この度、特定失踪者問題調査会より提供を受けた「特定失踪者リスト」については、

引き続き事案の全容解明への努力を重ねていく上での重要な参考資料として受けとめてい

きます。

現在、警察においては、本リストの中の行方不明者について、調査を行っているところ

です。同時に、警察では、全国における家出人捜索願の受理件数が年間 万人前後で推10
移する中 「北朝鮮に拉致されたのではないか」などとして届け出や相談のある行方不明、

事案について、すでに、調査会から情報の提供を受けた 件を大きく上回る件数を受理210
しています。こうした事案についても、その中に北朝鮮による拉致の可能性を排除できな



い事案があると見て、現在、警視庁から各都道府県警察に指示し、ご家族その他の関係者

、 、 、からの事情聴取 付近の聞き込み等の裏付け捜査 国内外の関係各機関との情報交換など

鋭意関連情報の収集に努めているところです。

また、海上保安庁においては、調査会からの要請を受け、昨年 月に管区海上保安部10
に設置した「拉致容疑事案調査室」において、関係情報の収集等所要の調査を鋭意進めて

います。

さらに公安調査庁においても、全国の公安調査局、事務所のおける調査活動を通じて、

関係者からの情報入手などの積極的に取り組んでいるところです。

なお、調査会より提供を受けた特定失踪者の一部の事案については、警察に対して、行

方不明者としての届け出がなされていないことが判明しています。行方不明者としての届

け出がなされれば、全国の都道府県警察における警察活動を通じて、その所在に関する情

報を収集することが可能となるため、現在、ご家族等に警察への届け出を働き掛けていま

す。

また、調査会による失踪者リストの公表以降、リスト中の行方不明者の所在が判明する

ケースが見受けられるところですが、今後、同種事案が明らかになった場合は、警察をは

じめとする関係省庁に対する情報提供をお願いします。

他方、調査会に対する、警察、海上保安庁などにおける捜査や調査に関しての情報提供

については、行方不明者本人やご家族のほか、事情聴取にご協力いただいた方々も含めた

関係者のプライバシー保護の観点や、捜査や調査上の秘密の保持の観点から、慎重に検討

すべきものと考えています。行方不明者のご家族に対しては、その立場や心情に配慮しつ

つ、捜査の進捗状況など捜査に関する情報についても、支障がない限り提供していくべき

ものと考えているところであり、こうした形での情報提供は今後も引き続き行ってまいり

ます。

○ 拉致の認定と公開、日朝交渉の俎上に上らせることについて（要請事項５）

政府関係機関による再調査・捜査の結果、北朝鮮当局による拉致行為があったことを確

認するに足る情報が整理された場合には 「北朝鮮当局によって拉致された被害者等の支、

援に関する法律」に基づき、内閣総理大臣が関係行政機関の長と協議の上、拉致被害者に

該当すると判断される者について速やかに認定を行うとともに、日朝交渉に取り上げてい

く考えです。

なお、認定結果の公表については、拉致被害者本人やご家族等関係者のプライバシーに

配慮する必要がありますが、ご家族の了解が得られる場合には、被害者の氏名の公開を検

討してまいります。

○ 政府関係機関の連携、新たな調査機関の設立について（要請事項６）

北朝鮮による日本人拉致容疑事案の全容解明に向けての捜査や調査を進めていく上で、

、 、 、 、国内の関係機関との連携は 事案の性質上 必要不可欠と考えており こうした観点から

これまでにも関係省庁間で密接な情報交換を行ってきたところです。

具体例を示すと、



・警察庁と海上保安庁は、国の機関の間で、不審船情報、海上遭難事案、沿岸での行方不

明事案などに関する情報交換を行っていることに加え、都道府県警察と核管区海上保安

本部等においても、必要に応じて情報交換を行っている。

・警察庁と外務省は、 件 名の拉致容疑事案の捜査に関する緊密な連携に加え、警察10 15
が拉致の可能性を排除できないとみている事案に関しても、警察より所要の情報提供

を行ってきている。

・警察庁と公安調査庁は、双方が収集・分析した日本人拉致容疑事案に関する種々の具体

的な情報につき、その交換、共有を行っている。

・内閣官房と関係省庁は、内閣官房に直接連絡、提供のあった行方不明者の方々の情報を

逐一関係省庁に提供するとともに、本事案の円滑な調査、捜査に資するため、必要に応

じて内閣官房拉致被害者・家族支援室が中心となって会議を開催する等の連絡・調整を

行っている。

今回の要請を踏まえ、こうした関係機関の連携については、引き続きその強化を図って

まいります。

他方、新たな調査機関の設置の是非については、失踪者の調査・捜索は一義的にはその

ための組織・人員・ノウハウを有する捜査・調査機関が密接な連携の下に行うことが最も

適切であると考えます。今後とも警察庁、海上保安庁を始めとする捜査・調査関係機関が

緊密な連携を図りつつ、全力を挙げて調査・捜査を行うとともに、北朝鮮側から事実関係

の解明を含め前向きな対応を引き出していく所存です。

なお、政府としては 「日朝国交正常化交渉に関する関係閣僚会議」の下に拉致問題に、

関する専門幹事会を置き、内閣官房お呼び関係省庁間の緊密な連携を図りつつ、拉致問題

の解決に全力をあげているところですが、今後とも必要な施策の調整については、専門幹

事会の場を活用し遺漏なきを期してまいります。

○ 在外邦人の救出 「北朝鮮日本人妻あるいは夫 「脱北者」などへの人道的配慮と支、 」、

援措置について（要請事項７）

海外における邦人の生命及び身体の保護その他の安全に関することは、日本政府の責務

であり、緊急事態発生時の邦人退避を含む邦人保護措置についても、日本政府として従来

より検討してきているところです。また、いわゆる脱北者であるか否かに関わらず、日本

、 、国籍を有する者が我が国在外公館に庇護を求めてきた場合には 当該者を然るべく保護し

その安全を図ることは、政府として当然の責務です。

ご指摘の脱北者への対応に関する問題、とりわけ日本国籍を有する者やいわゆる元在日

朝鮮人への支援の在り方については、国内に種々の議論があることは承知していますが、

これらの問題については、関係者の安全、人道上の配慮等種々の観点を総合的に勘案しな

がら、真剣に検討を重ねて行く考えです。

以上

-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

■安明進氏、加藤久美子さんを目撃したと証言

元亡命工作員の安明進氏は 月 日の第 次発表で出た加藤久美子さん（昭和 年北2 10 2 45



九州市で失踪）を見たと証言しました。

日の時点で日本のマスコミからの情報を受け安氏は見たと言っていましたが、調10
査会から別の写真 枚を送ってコメントを求めたところ 「確信を強くした」との回2 、

答を寄せました。これについてはさらに情報を整理した上、あらためてご連絡します。



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.3.1
■偽装工作について

荒木和博

本日、昭和 年に山梨で失踪した山本美保さんのお母さん、妹さんと昭和 年に兵庫59 60
で失踪した秋田美輪さんのお父さんが都内で会い、それぞれの失踪状況などについて情報

の交換を行いました。救う会山梨の山下滋夫会長と調査会から荒木が同席しました（この

件に関しては荒木の独断で事前に報道関係者にはお知らせしておりませんでした。ご了承

下さい 。）

二つの事件は 年半の間がありますが、同時期に同年齢の女性が似たような失踪をし、1
遺留品がどちらも日本海側の海岸にあったという事件です。いろいろと状況について話し

ていて感じたのですが、これが拉致事件だと想定した場合、遺留品のバックはどちらも自

殺を見せかけた偽装工作である可能性が強いということです。秋田さんのバックは失踪翌

日、山本さんのバックは 日後に発見されていますが、このバックの発見によって山本さ4
んが失踪した甲府市や秋田さんが最後に目撃されている神戸市の大学周辺については家族

・関係者や警察の関心は離れていたことが分かりました。遺留品の置き方は極めて不自然

であり、拉致であってもここから拉致されたのではないと思われます。

拉致に関わる遺留品という意味では分かっている限りで一番古いのは寺越事件のときの

乗船していた清丸と、その後発見された寺越武志さんの学生服です。学生服は拉致の数日

後に波に漂っていたのが発見されていますが、これについて母親の友枝さんが後に武志さ

んに平壌で聞いたところ 「ああ、暑かったので捨てましたよ」と言ったそうです。 月、 5
の夜の海で、しかも貴重な学生服を捨てるはずはありません。これも、海難事故を装うた

めの偽装工作でしょう。地村さん夫妻の拉致事件で小浜公園に置かれていた地村さんの軽

トラックもしかり、このような偽装工作はさまざまな形で行われたと思われます。



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.3.8
■失踪者ポスター作成・ＣＳ放送でも情報発信

家族会・救う会の訪米団も予想以上の成果を挙げて帰途に着きました。短期間の準備で

皆さん大変だったと思いますが、これが拉致問題解決の大きな前進につながるよう期待し

ています。ご苦労様でした。

84 2さて 調査会では現在特定失踪者として発表した 人のうち国内での存在が判明した、

人を除く 人など合計 人余の失踪者に関する情報を求めるポスターを作成していま82 90
す 「など」にあたるのは特定失踪者のリストに入っていない失踪者（直近 年以内のケ。 5
ースや 次発表に間に合わなかった人）です。2

このポスターは特定失踪者の一覧ではなく ( )北朝鮮に拉致された可能性のある人 ( )、 、1 2
自分の意志で失踪した可能性のある人、( )他の事件に巻き込まれて失踪した可能性のあ3
る人、のポスターです。このポスターによって( )の人に関する情報を集める他、( )であ1 2
る人についてはそれを確認してリストを絞り込んでいくことを目的としています。

ポスターは現在民間産業の労働組合としては最大のＵＩゼンセン同盟の協力で同組合傘

下組織約 に下ろして掲示に協力していただけることになっています。それ以外にも3000
配付の方法を検討しており、新たな情報を求めていく予定です。

また、このポスターとほぼ同じ情報を 月からスカイパーフェクＴＶ！２４１ｃｈ（無4
料放送）ＶｉＴＶで４月よりこの情報をご覧になれます。これは（株）シーエス東京のご

協力によるもので主に一般放送終了後の深夜、毎日放送される予定です。スカイパーフェ

クＴＶが見られる環境でないと視聴できませんが、その環境があれば日本国内のどこでも

見ることができます。放送時間等詳しいことはあらためてお知らせします。



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.3.15
■『法律家の会』設立へ

拉致問題に関心を持つ有志の弁護士の皆さんがこの 日、東京弁護士会館で『北朝鮮18
による拉致被害者の救出にとりくむ法律家の会』を結成します。発起人となっておられる

、 （ ）のは以下の方々で うち藤野・川人両弁護士は調査会の理事に就任されています 敬称略

藤野義昭（調査会理事 ・三善勝哉・木村晋介・川人 博（調査会理事 ・二瓶和敏・） ）

斎藤健兒

すでにこの会の中心となる方々は特定失踪者調査に関する活動を進めて下さっており、

今後は家族会・救う会などとも連携しながら活動を行う予定です。設立の会については関

係者だけの会合であるためこれまで特段の広報をしていませんでしたが、調査会としても

大変期待しているところです。当日は荒木代表・真鍋専務理事・増元理事らも参加する予

定です。

なお 法律家の会 に関するお問い合わせは発起人のお一人である斎藤健兒弁護士 事、『 』 （

務所・ 、携帯・ ）までお願いします。03-3253-8138 090-3238-2687

■ポスター 日に完成25
当初の予定より少々遅れましたが、失踪者の情報を求めるポスターが 日に刷り上が25

る予定となりました。すでにお知らせしたように、当面民間労組で最大の組合員数を擁す

る ゼンセン同盟のご協力で、同組織の支部約 カ所に掲示していただく予定ですUI 3000
が、このニュースをお読みの方、関係者の方々も掲示のご協力をお願いします。

ポスターはでき次第希望に応じてお送りしますが、当会の予算上の問題もあり、誠に申

し訳ありませんが 枚 円にて販売させていただきますのでご了承下さい。送料はこち1 100
らで負担します。現金書留で代金をお送りいただければ折り返しお送りします。 円2000
（ 枚）程度まででしたら切手で送っていただいても構いません。ぜひ多くの方のご協20
力をお願いします。なお、ここに掲載されるのは特定失踪者として発表した 人のうち84

2 82 5国内での存在の確認された 人を除く 人と、リストに加えるのを保留している直近

年以内の失踪者やリスト発表後に書類の届いた失踪者のご家族のうち公開を希望される方

々のものです。したがって「特定失踪者のポスター」ではありませんので予めご了承下さ

い。

なお、ＣＳ放送もシーエス東京のご協力でポスターと同様の情報を一般放送終了後に流

していただくことになっています。こちらは 月中旬からスタートの予定です。4

また、ホームページはポスターなどと並行して準備を進めていますが、もう少し時間が

かかりますのでご了承下さい。調査会のメールアドレスは 明日 日から16
として開設されます。chosakai@circus.ocn.ne.jp



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.3.19
■「法律家の会」設立

昨日（ 日 、東京の弁護士会館で「北朝鮮による拉致被害者の救出にとりくむ法律家18 ）

の会」が設立されました。これは拉致問題に関心を持つ有志の弁護士が結成したもので、

これまでも個々に協力してきた方々はおり、日弁連も家族会から事情聴取を行い政府に要

請書を提出したことはありましたが、救出のための法律家の組織ができるのはこれが初め

てであり、今後の行動が期待されています。

当日は北海道・大阪もふくめ 人の弁護士が集まり、今後の活動について議論を行い10
ました。増元照明事務局次長（調査会理事 、荒木調査会代表、真鍋専務理事も参加し、）

訪米の報告、調査会の活動についての説明などを行いました。

法律家の会では代表幹事に木村晋介・藤野義昭（救う会北海道代表・調査会理事）両弁

護士を選任、幹事には川人博、斎藤健兒両弁護士に加え大阪ないし兵庫の弁護士を加え、

さらに必要に応じて補充することとなりました。また、事務局長は斎藤幹事が就任しまし

た。

今後法律家の会では( ) 拉致被害者の救出およびその家族の支援のために必要な諸行動1
ヘの法律家としての参加、( )特定失踪者問題調査会と連携した失踪者の調査活動への参2
、 、 、加 ( )拉致問題解決のために求められる刑事告訴 訴えの提起等の法的諸活動への参加3

、 、 、( ) その他拉致問題の解決に役立つ情報交換 言論 集会の開催及び制度的提言等の活動4
をすすめていく予定で、調査会としても特定失踪者調査活動の進展にも大きく寄与するも

のと期待しています。



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.4.1
■古川了子さん、加藤久美子さんに加え田中実さんについても安明進氏証言

、 、来日中の安明進氏はこれまで話していた古川了子さん 加藤久美子さんのお２人に加え

すでに拉致が確実とされている田中実さんについても金正日政治軍事大学の中で見た可能

性が高いと証言しました。安氏は田中さんについて、すでに日本のテレビ局の取材のおり

説明しているそうですが、局側（どこの局かは不明）が対応しなかったようです。

安氏の証言をまとめて、調査会では内閣府支援室に以下の内容で要請を行いました（昨

31 E日 日 支援室を真鍋専務理事が訪問 ポスターを手渡すとともに状況を説明 その後、 、 。

メールにて要請書を送付 。）

平成 年 月 日15 3 31
内閣府拉致被害者・家族支援室

小熊 博 室長様

特定失踪者問題調査会

代表 荒木和博

特定失踪者に関する情報について

平素、支援室におかれまして拉致被害者救出のための献身的な活動を進めておられます

こと、心より敬意を表します。

さて、このたび元亡命工作員安明進氏が来日し、当調査会では安氏の協力のもと、特定

失踪者についての情報確認作業を行いました。

その内容を 月 日に開催されました救う会全国協議会の幹事会で当会真鍋貞樹専務3 30
理事が報告し、幹事会では古川了子さん、加藤久美子さんを救う会認定の拉致被害者リス

トに入れるべく、お２人のご家族、家族会、調査会などと調整作業にはいることを決定し

ております。

以下は幹事会で報告した内容に、さらに 日に安氏から聴取した内容を加えたもので31
す。本日の聴取で安氏が金正日政治軍事大学でみた男性のうちの一人が田中実さんである

可能性が高まっています。当会では救う会とも連携しながらさらに安氏からの聴取を行う

予定です。

私共はソウル及び東京でこれまでたびたび安氏から拉致問題について聴取しており、そ

の証言について信頼できるものと認識しております。支援室におかれましても関係各官庁

等と連携の上、積極的な対応を賜りますようお願い申し上げます。

記

古川了子さん（昭和 年生・昭和 年 月 日失踪）30-1955 481973 7 7
年の 月ごろ、時間は５～６時頃だったと記憶している。当時自分は 病院に1991 9 915

入院していた。 病院とは朝鮮労働党作戦部に所属する病院で、工作員や被拉致者など915
100の治療をするだけでなく 麻薬や毒薬の製造や改良も行うところである 敷地の中には、 。



～ の施設があった。場所は平壌北方、順安空港から平壌市内に向かう道から キロも150 1
離れていない。

安氏はこの日、退屈なので練習用の通信器材を持ってきて練習しようと、約 キロ離れ6
た学校（金正日政治軍事大学）まで歩いて行った。途中病院の道を通っていくと見つかる

可能性があると思い、道のないところを通って行った。そこから通常の道を渡って政治軍

事大学の方に行こうとしたとき、木の陰にいた古川さんと思われる女性に見られた。あと

で通報されるといけないと思い、通報しないように頼もうと思って後ろをつけて行って声

をかけた。向き合っていたのは 分位だったと記憶している。自分の言葉にうなずいたり5
していたが、朝鮮語を理解していないようにも見えた。自分が姿を記憶していたのは金正

日政治軍事大学にいたのがほとんど男性で、女性に対しては関心が強かったから。

その女性は入院患者が着る服を着ていた。病院の夕食時間は７～８時だから、おそらく

中央病棟に治療に来た帰りではないかと思う。食堂は共通だが食べる場所は厳格に区別さ

れており、お互いが顔を合わせることはない。日本人のいた病棟と自分のいた病棟の距離

は ～ メートルで、建物は見えたが人は見えなかった。道は大きく迂回して通って200 300
いた。後で看護婦に聞いたら、彼女が日本人で、胃潰瘍で入院していると言っていた。日

本人化のための教員であれば、学生に普段接しているから対応にはなれているはずだが、

そうは見えなかった。北朝鮮では 年代から 年代にかけて 「日本革命」をめざした60 70 、

ことがあり 「日本人村」を作ったことがあった。そこにいたのかも知れない。、

写真よりも、お姉さんと直接会って確信を持った。あいさつしたときのお姉さんの笑顔

、 。と 通報しないように頼んだとき古川さんと思われる女性が見せた笑顔がそっくりだった

加藤久美子さん（昭和 年生・昭和 年 月 日失踪）23-1948 45-1970 8 8
年、 年、 年、金正日政治軍事大学内で横田めぐみさんと一緒にいた女性だと1988 89 90

確信する。金正日政治軍事大学の講堂付近、バス乗り場などで見た。横田めぐみさんと一

緒に教官用通路を通って食堂に向かって歩いているところも見た。

当時年齢が 代中盤以後に見え、パーマをかけた髪で特別な印象の着衣はなかったも30
のと記憶する。

それより正確に言えば当時彼女達を見たとき写真の女性よりは横田めぐみさんにより関

心があり、彼女だけを見ていたので写真の女性については特別な関心はなかった。しかし

横田めぐみさんに関心を持って眺めるとき十余回も横田めぐみさんと並んで座って話をし

ていたのが記憶に残っている。当時彼女は センチ以下の身長だったと記憶している。158
彼女の職業はもちろん横田めぐみさんをはじめとする大学内の他の日本人と同様で対日工

作員に日本語を教える日本語教官だった。

田中実さん（昭和 年生・昭和 年 月 日ウィーンに向かって出国し24-1949 53-1978 6 6
行方不明 （田中さんについては本日＜注・ 日＞確認）） 31

金正日政治軍事大学にいた日本人男性の一人。当時 ～ 歳だが髪の毛は真っ白だっ43 44
た。若干頭髪が後退しており、それをカバーするような髪形になっていた。写真と比べる

と白髪なのと若干頬がこけているがこの顔だった。身長は ～ センチより低かった165 167
と思う。このことについては以前テレビの取材を受けたときに伝えたが、相手は「調べて



みる」と言ったきりでその後の対応はなかった。

● 金正日政治軍事大学で安氏が見た日本人は男性 名、女性 名の合計 名（古川さん6 5 11
は 病院での目撃なので含まれない 。その内訳は次の通り。915 ）

＜男性＞

蓮池薫・市川修一・田中実と思われる男性・ 似顔絵が発表されている北海道の男性）（

・ 身長 ～ センチの男性 ・ 不明）（ ）（167 8
＜女性＞

横田めぐみ・増元るみ子・加藤久美子（一番小柄だった ・ 身長 ～ センチ程度の）（ 156 8
女性 ・ 身長 ～ センチ程度の女性））（ 156 8

● この他安氏が似た人物を北朝鮮で見た人に松本賢一さん（昭和 年 月 日生11-1936 6 24
45-1970 6 24-1949 1 22 54-1979・昭和 年 月失踪）と山田建治さん（昭和 年 月 日生・昭和

年 月 日失踪）がいるが、松本賢一さんの場合は安氏証言の人物と年齢が 歳程度12 18 10
合わず、山田さんの場合は身長が約 センチ異なる。20



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.4.7
■参考情報

連合（日本労働組合総連合会）は本日付けで各地方連合に以下の要請を行いました。現

在連合を構成する労働組合の中には拉致問題に熱心な組織と消極的な組織が混在していま

すが、連合全体として拉致問題に積極的になっていくことは救出運動全体の流れの上でも

大変プラスになりますし、消極的な労組の中にいると思われる北朝鮮の工作活動に協力し

てきた勢力の実態を明らかにしていく（この連合の方針に対する反発の度合いによってあ

る程度関与が推定されると思われるため）意味でも期待が持たれています。

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
連合発 第 号 年 月 日07-01288 2003 4 7
地方連合会事務局長殿

日本労働組合総連合会

事務局長 草野忠義

総合組織局長 阿部道郎

連合と朝鮮総連との関係についての要請

春季生活闘争の取り組み、大変ごくろうさまです。03
さて北朝鮮の核開発や日本人拉致事件、ミサイル問題などで日朝関係はきわめて厳しい

状況にあります。こうした問題の解決をはかるため連合は３月１０日に開催した臨時三役

会で北朝鮮問題についての声明を発表し、在日本朝鮮人総連合会中央本部に対し面会を申

し入れました。朝鮮総連を申し入れ先と判断した理由は、東京都が 年以来、朝鮮総1972
連を北朝鮮の「外交機関」と認めてウィーン条約に基づき税を免除していること、朝鮮総

連自身も公館としての役割を果たしていると認めていることからです。しかし、総連側は

( )在日同胞の組織であり、北朝鮮へのビザ発給はしているが北朝鮮の公館ではない( )連1 2
合声明とは見解の大きな相違がある、との理由で要請そのものを拒否しました。一方、朝

鮮総連との関係では現在、いくつかの地方連合会が、相互交流や印刷物の購入などを行っ

ています。連合は、朝鮮総連に対して統一した対応が必要との判断から、４月７日の常任

役員会で以下の通り確認しました。つきましては関係地方連合会におかれましては、対応

をよろしくお願いいたします。

記

１．北朝鮮による拉致事件や核兵器開発などの問題が解決しておらず、連合は北朝鮮及び

深い関係にある朝鮮総連とは、交流などの関係は持たない。

２．連合は従来から朝鮮総連とは一切の関わりを持っていない。朝鮮総連と関係がある地

方連合会においても、中央に合わせ、当面交流を見合わせるよう要請する。

以上



＜参考＞

連合発 談話 第 号 年 月 日07-00090 2003 3 10
各構成組織 事務局長・書記長

各地方連合会 事務局長 様

日本労働組合総連合会

事務局長 草野忠義

北朝鮮問題に対する声明の発表について

連合は昨年 月 日に「北朝鮮の核兵器開発に断固抗議し、即時中止を求める声明」10 24
を、原水禁および核禁会議とともに発表し、また、 月 日には「日朝国交正常化交渉10 28
にあたっての連合事務局長談話」を発し、さらに、今年に入ってからは 月 日に 「北1 15 、

朝鮮の 脱退宣言に断固抗議し、即時撤回を求める声明」を同じく３組織連名で発表NPT
しました。その後、北朝鮮は、原子爆弾製造に必要なプルトニウムの抽出が可能な黒鉛減

速炉を再稼働させ、さらには地対艦ミサイルの発射実験を示唆しています。こうした情勢

の変化もあり国民の不安は増大しており、連合として改めて次のとおり声明を発表するこ

とを確認しました。

記

２００３年３月１０日

北朝鮮問題に対する声明

日本労働組合総連合会

年 月、北朝鮮は、 年に核開発の凍結を約束した米朝枠組み合意に反し、平2002 10 1994
壌で行った米朝高官会議の場で、核兵器用の濃縮ウランの開発を秘密裏に進めていること

を認めた。また、 年 月 日には核拡散防止条約（ ）からの脱退を宣言した。2003 1 10 NPT
他方、金正日総書記は、 年 月 日の小泉首相との会談の中で、北朝鮮による日2002 9 17

本人拉致の事実を認めた。

連合は、唯一の被爆国民の立場から、核兵器・大量破壊兵器はいかなる国であろうと、

いかなる理由があろうと認めないということを確認している。さらに、拉致問題は人権侵

害、国家主権侵害の最たるものと考える。

したがって、連合は以下の通り決議し、関係各国政府に対して働きかけていく。

( )北朝鮮の核拡散防止条約（ ）からの脱退は、 体制を弱体化させ、朝鮮半島に1 NPT NPT
おける非核化の流れに逆行し、北東アジアにおける緊張を極度に高めるものであり、断

じて許すことはできない。北朝鮮は直ちに に復帰するとともに、核兵器開発を中NPT
止するべきである。

( )日本政府は、拉致問題、核開発問題等の解決無しには日朝国交正常化および経済協力2
はあり得ないとの態度を明確にし、主体的に対応していくべきである。

核開発問題については、国連安全保障理事会に付託され たが、最大の関係国の一つと

、 、 、して米・韓と密接な連携をとり 中・ロの協力も求めつつ 核問題の平和的解決を目指し



積極的な国連外交を展開すべきである。

拉致問題については、拉致被害者の全面的解放と永住帰国や補償問題をはじめ、完全解

決に向けた最大限の努力を行うべきである。

以上
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■亡命者情報の積極的調査を政府に要請

調査会では本日代表荒木、専務理事真鍋が内閣府拉致被害者・家族支援室を訪れ以下の

要請書を小熊博室長に手渡しました。現在発売されている「フライデー」には先週から引

き続いて失踪者を見たという北朝鮮亡命者権革氏の証言が掲載されています。この発言の

信憑性については今後まだ確認しなければならない点がありますが、権氏以外の亡命者で

も拉致被害者に関する情報を持っている人はいると言われており、これらの情報はたとえ

その一部でも真実である可能性があるなら検証して行く必要があると思います。今回の要

請はその趣旨にそって行われたものです。

、 。政府機関のみならず 報道関係各位にもぜひ情報収集へのご協力をお願いする次第です

＜政府に対する要請文書＞

平成 年 月 日15 4 25
内閣府拉致被害者・家族支援室殿

警察庁殿

公安調査庁殿

外務省殿

特定失踪者問題調査会

代表 荒木和博

亡命者情報に関する積極的調査の要請

拝啓

平素の拉致問題に関する真摯な取り組みに敬意を表します。

さて、これまで政府は安明進氏や南光植氏ら、北朝鮮で日本人を見たと証言している亡

命者に対するインタビューを行って来られましたが、私たちが色々な方面から聞く限り、

そのやり方は犯罪捜査の裏付けを取るという発想を超えるものではなく、僅かな情報の中

からでも拉致被害者を探し出そうという視点からその活動を行っているとは思えません。

横田めぐみさんの事件についても、平成 年暮れにその氏名が特定されるはるか前に韓国8
。 、政府は日本政府に情報を提供していたと言われています 提供されていた情報があったり

直ぐ手に届くところに情報源があったにもかかわらずそれらを無視して結果的に拉致被害

者を見捨てれば、これは不作為による過失と言っても過言ではありません。

ちょうど本日発売になった週刊誌「フライデー （平成 年 月 日号）及び先週発行」 15 5 9
の同誌（ 月 日号）に亡命者権革（コン・ヒョク）氏による日本人７名の目撃証言が掲5 2
載されております。権氏の証言については現時点で内容に若干の疑問点もあり、私たちも

各方面に確認作業をしている段階で確実であると断定出来る状況には至っていませんが、

これらの情報にご家族は翻弄されており、その一方で政府からの情報がないことに焦りを

感じておられます。関係機関の誠実な対応を切にお願いする次第です。



権氏に限らず韓国国内に日本人拉致被害者の情報を持っている亡命者は相当数存在する

と言われております。また、単に拉致被害者の情報だけでなく、北朝鮮のどこにどのよう

な施設があるかなどの情報を集積しておくことは北朝鮮の体制崩壊などの混乱時期に被害

者を救出するため、あるいは核問題をふくめ日本の安全保障上も極めて緊要であると考え

ます。

かつて阿南惟茂外務省アジア局長（当時）が「亡命者の証言は信用できない」と言って

物議を醸したことがありましたが、その亡命者証言は昨年北朝鮮の最高指導者金正日の発

言によって裏付けられました。また、曽我ひとみさん母子の失踪を拉致と認識しなかった

ことは本来関係機関が責任を問われてしかるべき問題であります。政府におかれましては

「いかにすれば拉致被害者を特定し、救出できるか」という視点から積極的な情報収集を

行われ、可能な限りその情報を国民、とりわけ関係者家族に開示していただきますよう、

強く求める次第です。私共と致しましても、微力ながら一層の情報の収集・分析に努力す

ることをお誓い申し上げ、要請に代えさせていただきます。

敬具
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■新ポスター 月上旬完成5
先月作成した失踪者ポスターは 枚印刷したものがほぼなくなりました。関係各位5000

のご協力に感謝申し上げます。現在その後の追加分や非公開から公開に切り替えた方のデ

ータを追加して一回り大きくしたものを製作中です。これは 月上旬に完成します。今回5
は 枚印刷し、内閣府支援室のご協力で全自治体にお送りする予定です。また、一般10000
にも前のものと同様 枚 円（送料調査会負担）で販売します。頒布にご協力をお願い1 100
します。これにあわせ 放送の内容も更新される予定です。CS

■情報提供を呼びかけるビラ原本作成

調査の進行に伴い、拉致事件の日本国内協力者にはいわゆる在日朝鮮人の「土台人」の

みならず、日本人が介在している可能性が濃くなって来ています。これに対応して国内協

力者（北朝鮮から浸透している工作員も含む）に対する情報提供呼びかけのビラの原稿を

PDF Mac Windows Acrobat Reader 5.0作成しました ファイルですので でも でも開けます。 （

が必要 以前のバージョンでは文字化けします 。ご利用いただける方は下記のところか）

らダウンロードして印刷し、お使いいただけると幸いです。

http://www.asahi-net.or.jp/?lj7k-ark/paper.pdf
なお、朝鮮語の部分は次のように記載されています。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
今語れば英雄であり、すべてが終わった後に語ればただの犯罪者の自白である。

今になってもあなたは何の罪もない外国人を拉致し朝鮮人民自身を飢え死にさせている

独裁者金正日を支持し民族の反逆者になるのを望むのか？

拉致被害者がすべて救出される日は 万共和国人民も救出することのできる日であ2000
る。われわれは手を携え共に努力しよう。解放の日は決して遠くない。

北朝鮮工作活動に関与した人、関与した人を知っている人は日本警察や言論機関、私ど

も調査会に連絡して下さい。日本には現時点でスパイ行為をしたという理由で処罰する法

律はありません。重罰を心配する必要はありません。あなたの英雄的な行動は拉致された

日本人や南朝鮮人民の救出、北の地で喘いでいる人民の解放のために必ず寄与します。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

■報道関係各位 失踪者ご家族に関する取材について

第 回国民大集会の翌日午前中、調査会では主に国民大集会に参加される失踪者ご家族5
を対象とした説明会を行います。これは調査会の活動や政府の対応などについて説明する

もので、非公開の方々のご家族も参加されるため、一切取材はできませんが、説明会終了

後、希望するご家族が個別の取材を受ける場を設定します。



１、日時 月 日（木）正午～午後 時（若干開始・終了時間が前後する可能性があり5 8 1
ますのでご了承下さい）

２、場所 ホテル三田会館２階富士の間（港区芝 ）2-20 TEL 03-3453-6601
３、参加家族 未定

当日説明会に参加されたご家族の中で取材を受けることを了承された方のみが富士の間

で個別に取材を受ける形となります。いわゆる記者会見ではなく、参加されたご家族が富

、 。 、士の間に待機し それぞれが取材をしていただくようになりますのでご了承下さい また

こちらからは公開の方でも取材を受けるよう強制することはありませんので、場合によっ

ては参加する家族がほとんどないという可能性もあり得ます。予めご了承下さい。
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■報道関係者各位 日の取材について8

日の失踪者ご家族の取材に関し、若干誤解が生じているようですので、確認の意味を8
込めて再度お知らせしておきます。

本日開催される国民大集会には当調査会が発表した方々をはじめ、多数の失踪者のご家

族が参加されます。しかし、これらご家族は一般の参加者であり、国民大集会では失踪者

に関しては調査会代表荒木のスピーチがあるだけです（物理的にもそれ以上の対応は不可

能です 。）

そこで、特に地方から上京されるご家族のために翌 日午前 時～ 時（予定）に完8 9 12
全非公開の説明会を行うことになりました。ここでは調査会の活動や政府の対応について

ご説明をするほか、ご家族からのご意見なども伺う予定です。参加者は今のところご家族

及び調査会役員、法律家の会役員など合計 人余となる予定です。100

この集会は非公開の失踪者のご家族も参加されるため、頭撮りも含めて一切取材はでき

ません。そこで、報道関係の皆さんへは 時～ 時の予定でご家族が個別に取材をお受12 13
けする時間を設けることになりました。この場所は説明会の会場(友愛会館）ではなく、

隣のホテル三田会館２階富士の間です。記者会見ではなく、あくまで個別取材です。一部

にここで新たな特定失踪者リストの発表をするのではないかとの情報が流れていますが、

そのようなことは一切ありません。

ご家族の個別取材に先立ち、調査会から説明会の内容についてブリーフィングを行いま

す。その上で取材対応を了解したご家族に入っていただき、それぞれの方に取材をしてい

ただきます。これはマイクを前にして一家族ずつお話しするのではなく、ご家族にはそれ

ぞれ着席していただき、報道の方は希望されるご家族の前に行って取材していただく形と

なります。どのご家族が取材に対応されるかについては一切集約をしておりません。事前

にもお知らせしておらず、当日説明してご了解を得られる方に出ていただくこととなりま

すのでご了承下さい。

このような取材対応の試みも初めてのことであり、若干の混乱も予想されます。また、

帰国した５人の会見も 時 分から予定されていますので、ご迷惑をおかけするかと思13 30
いますが、何卒よろしくお願い申し上げます。



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.5.21
■訃報

昭和 年 月に行方不明になった甲府市の山本美保さんのご尊父、山本光男様が59 6
昨日（ 月 日 、脳腫瘍のため逝去されました。享年 歳。5 19 68）

慎んでご冥福をお祈り申し上げます。

通夜・葬儀の日程は次の通りです。

通夜 日(水） ～21 19:00
葬儀・告別式 日（木） ～22 12:00
式場 甲府市塩部 甲府シティーホール4-10-10
喪主 山本文子様（奥様）

なお、ご家族への直接の取材等はお控え下さいますようお願い致します。



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.5.28 Vo.21
■追加公開失踪者のデータについての説明会開催

新しいポスターで追加になった方々のデータについて報道関係の方などからたびたび問

い合わせがありますので、下記の通り報道関係の方を主たる対象とした説明会を開催しま

す。今回はすでにお名前等は発表済みなので記者会見ではなく、説明会ですのでご了解く

ださい（カメラ等の撮影・録音は自由です 。）

日時 月 日（金）午後 時から 時半頃まで5 30 2 3
場所 友愛会館 階 会議室（港区芝 都営地下鉄芝公園駅すぐ ）1 A 2-20 03-3453-5381
内容 すでに特定失踪者として発表した 人以外の失踪事件のうち家族の公開承諾分84

件弱に関する概略の説明（大部分の方はすでにポスターに掲載された方々で60
す 。データを記載した文書を配付し、写真も掲示します。）

備考 ここで説明する失踪事件は「特定失踪者」の追加ではなく「調査会に届け出があ

った失踪者のうち家族が公開を希望した分です。

■ ドラマ「北朝鮮拉致 めぐみお母さんがきっと助けてあげる」再放送・地方局でのTV
放送予定

調査会も制作協力をしたテレビドラマ「北朝鮮拉致 めぐみお母さんがきっと助けてあ

げる」が次のように制作したテレビ東京での再放送及び地方局で放送されることが決まり

ましたのでお知らせします （ 月 日現在・変更のある可能性もありますので詳しくは。 5 20
当該局にお問い合わせください）

テレビ東京（再放送） 月 日（日） ～6 2 9 14:00
新潟テレビ 月 日（土） ～21 5 3 1 13:00
富山テレビ 月 日（土） ～6 7 12:55
石川テレビ 月 日（土） ～6 7 13:00
びわ湖放送 月 日（木） ～6 5 12:00
奈良テレビ 月 日（月） ～6 1 6 19:00
高知放送 月 日（日） ～6 8 14:25
テレビ長崎 月 日（土） ～7 1 2 14:30



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.5.30
■現時点での失踪者情報を公開

調査会では本日東京港区の三田会館で追加の失踪者情報に関し説明会を開催し失踪者の

情報を公開しました。

公開した資料は当調査会にご家族等が失踪者の調査以来を出されている方々で公開を了

解された方（ただし特定失踪者として発表済みの人を除く） 人分の資料です（このメ61
Excel 2ールに のファイルで添付。説明会で配付した資料にはすでにデータを発表済みの

名が入っており、逆に発表対象者のうち 人が欠落しておりました。このファイルでは訂2
正してあります 。これは特定失踪者の 次リストではなく、あくまで「失踪者」のリス） 3
トですのでご注意下さい。ただし、どのケースも拉致の可能性を完全に否定することはで

きません。

、 、また 元の資料の記載事項はまちまちなため記載してある内容も量的に差がありますが

記載事項の量と拉致の可能性が比例するわけではありません。

説明会で配付した資料にはご家族の連絡先を記載してありますが、このニュースで添付

したファイルからは除いてあります。取材等で必要な場合はあらためて個別にメールでお

送りしますので下記の事項を記入の上このアドレスにメールをお送りください。

メールのタイトル「失踪者ファイル希望」

本文に（１）名前 （２）住所 （３）電話番号 （４）使用目的

を記載して下さい。返信メールに添付して送ります。

ご家族は長年苦しんできておられます。取材等にあたってはご家族に対し十分な配慮を

して下さいますようお願い申し上げます。



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.6.2
■失踪者リストの追加・訂正

公開希望の方で 日に発表されたリストから漏れていた方がありました。お詫びして30
追加致します。なお、この樹下さんも他の方々と同様拉致の可能性を完全には排除できな

いという段階ですので予めご理解下さい。

氏名 樹下秋男（きのした あきお）

性別 男性

生年月日 昭和 年( ） 月 日11 1936 10 8
失踪日 昭和 年( ） 月 日 当時 歳30 1955 4 7 18
当時の住所 京都市内

当時の職業 製麺所の住み込み店員

身長 ～ センチ位164 5
失踪の状況 勤務先に「実家に行ってくる」との書き置きを残して失踪。実際には実家に

は行っていない。以後全く情報なし。

※報道関係者等でご家族とコンタクトしたい方、写真のご入り用な方には連絡先をお知ら

せしますのでお名前・所属・使用目的を記載の上「樹下さん連絡先通知希望 「樹下さ」

ん写真送信希望」と書いてこのメールへの返信でご連絡下さい。



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.6.7
■加藤久美子さん、古川了子さんの対応について調査会から救う会に要請

本日午後、東京港区の友愛会館で開催された救う会全国協議会幹事会で、荒木代表より

佐藤勝巳全国協議会会長に下記の要請を行いました。これを受けて幹事会では 人を拉致2
被害者のリストに加えることを決定しましたのでお知らせします。

平成 年 月 日15 6 7
北朝鮮に拉致された日本人を

救出するための全国協議会

会長 佐藤勝巳殿

特定失踪者問題調査会

代表 荒木和博

加藤久美子さん、古川了子さんの拉致被害者としての対応のお願いについて

拝啓、事態急進展の中、皆様の精力的な活動に心より敬意を表します。

さて、私共は拉致の可能性のある失踪事件の調査を続ける過程で拉致事件が極めて広範

囲に行われたものであることを実感しており、現在法律家の会とも連携しながら一刻も早

い真相究明を行うべく微力ながら努力を続けております。現在まで私共が入手した失踪者

情報は人数にして 人余にのぼり、このうち 人余が公開されております。330 140
私どもが失踪者として公開している方々のうち、ご案内の通り昭和 年に北九州市で45

失踪した加藤久美子さんと昭和 年に市原市で失踪した古川了子さんについては安明進48
氏の詳細な証言があり、拉致事件と認定してさしつかえないものと考えます。私どもは今

後もさらに日本国内での 人の足取りや関係者の割り出しなどの努力を行ってまいります2
が、北朝鮮にいることが確実である以上、救う会としても寺越昭二さん、外雄さん、武志

さん、福留貴美子さん、小住健蔵さん、田中実さんらと同様拉致被害者のリストに加えて

いただき、政府に対しても拉致認定を求めていただきたくお願い申し上げます。

人の状況などについては 月 日の全国協議会幹事会に提出した通りですが念のた2 3 30
め概略を別紙の通り添付します。

敬具

（別紙）加藤久美子さん、古川了子さんについて

加藤久美子さん（昭和 年生・昭和 年 月 日失踪）23-1948 45-1970 8 8
・ 朝、妹と一緒に北九州市の家を出て 分くらい離れた旧西鉄路面電車の大倉電停で別10
れる。その後消息不明。いつも通りの服装であった。週末に編み物の先生とお茶会に行く

ので着物を出しておいてという話をしていた。

＜安氏のコメント＞

、 。1988 90～ 年 金正日政治軍事大学内で横田めぐみさんと一緒にいた女性だと確信する

当時年齢が 代中盤以後に見え、パーマをかけていて特別な印象の着衣はなかったと記30
憶している。



それより正確に言えば当時彼女達を見たとき写真の女性よりは横田めぐみさんにより関

心があり、彼女だけを見ていたので写真の女性については特別な関心はなかった。しかし

横田めぐみさんに関心を持って眺めるとき十余回も横田めぐみさんと並んで座って話をし

ていたのが記憶に残っている。当時彼女は センチ以下の身長だったと記憶している。158
彼女の職業はもちろん横田めぐみさんをはじめとする大学内の他の日本人と同様で対日工

作員に日本語を教える日本語教官だった。

古川了子さん（昭和 年 月 日生・昭和 年 月 日失踪）30-1955 1 1 48-1973 7 7
・当日午前中に美容院に行って午後から母親と浴衣を買いに行く予定をしていた。了子さ

んは母親が知らない間に家を出ていたが、美容院に了子さんからＴＥＬがあり『今日の美

容院はキャンセルしたい出かけるところができたのでうちの母親に浴衣を買いに行けなく

なったと伝えて下さい』と言った。それ以来行方不明。平成 年 月６日、姉の竹下珠14 12
路さんが訪韓し安明進氏と面会。安氏は竹下さんを見て自分の見た女性が古川さんである

との確信を強めた。

＜当時の状況について昨年 月に安氏から聴取した内容＞12
年の 月ごろ、時間は５～６時頃だったと記憶している。当時自分は 病院に1991 9 915

入院していた。 病院とは朝鮮労働党作戦部に所属する病院で、工作員や被拉致者など915
100の治療をするだけでなく 麻薬や毒薬の製造や改良も行うところである 敷地の中には、 。

～ の施設があった。場所は平壌北方、順安空港から平壌市内に向かう道から キロも150 1
離れていない。

安氏はこの日、退屈なので練習用の通信器材を持ってきて練習しようと、約 キロ離れ6
た学校（金正日政治軍事大学）まで歩いて行った。途中病院の道を通っていくと見つかる

可能性があると思い、道のないところを通って行った。そこから通常の道を渡って政治軍

事大学の方に行こうとしたとき、木の陰にいた古川さんと思われる女性に見られた。あと

で通報されるといけないと思い、通報しないように頼もうと思って後ろをつけて行って声

をかけた。向き合っていたのは 分位だったと記憶している。自分の言葉にうなずいたり5
していたが、朝鮮語を理解していないようにも見えた。自分が姿を記憶していたのは金正

日政治軍事大学にいたのがほとんど男性で、女性に対しては関心が強かったから。

その女性は入院患者が着る服を着ていた。病院の夕食時間は７～８時だから、おそらく

中央病棟に治療に来た帰りではないかと思う。食堂は共通だが食べる場所は厳格に区別さ

れており、お互いが顔を合わせることはない。日本人のいた病棟と自分のいた病棟の距離

は ～ メートルで、建物は見えたが人は見えなかった。道は大きく迂回して通って200 300
いた。後で看護婦に聞いたら、彼女が日本人で、胃潰瘍で入院していると言っていた。日

本人化のための教員であれば、学生に普段接しているから対応にはなれているはずだが、

そうは見えなかった。北朝鮮では 年代から 年代にかけて 「日本革命」をめざした60 70 、

ことがあり 「日本人村」を作ったことがあった。そこにいたのかも知れない。、



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.6.13
■メールニュースの整理について

現在このメールニュースは約 個所に送付しておりますが送付したメールのうち1900
個所程度が届かずに戻ってきています。おそらくアドレス変更などをされたときに残200

ってしまったものと思われますが、件数が増えますと外で送る場合非常に時間がかかりま

す。機会を見てできるだけ削っていきたいと思いますので、ニュースをご不要の方は遠慮

なく御連絡下さい。もちろん、お読みになりたい方はこれからも追加をしてまいります。

■氏名の変更

失踪者として発表している札幌市の阿部妙子さんについて、通常周囲の方に対してご本

人が「山田妙子」としていたことが分かりました。少しでも情報を集めやすくするため、

今後は当会でも「山田」姓を使わせていただきます。ご了承賜りますようお願いします。

■参考情報

若干宣伝めいた話で恐縮です。当会代表の荒木が編集を担当しております月刊『海外事

情 （拓殖大学海外事情研究所発行） 月号「特集 混迷する朝鮮半島情勢」には元工作』 6
「 『 』 」 。員の安明進氏が 北朝鮮工作機関 三号庁舎 の沿革と現状 と題し特別寄稿しています

拉致問題が中心ではありませんが、北朝鮮の工作活動がどのような仕組みで行われている

のかを知るのに貴重な論文ですので、興味のある方はぜひご覧下さい。安氏以外の寄稿者

は白善ヨプ元韓国陸軍参謀総長（同じく特別寄稿 、黒田勝弘産経新聞ソウル支局長、玉）

城素現代コリア研究所理事長、下條正男拓殖大学教授です。拉致をテーマとした論文はあ

りませんが、白・玉城論文を読むと北朝鮮がなぜ日常的に拉致をやるに至ったのか、その

バックボーンを理解することができると思います。

お問い合わせは拓殖大学研究所事務課までお願いします（直通 ）03-3947-7597



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.6.22 Vol.27
■訪韓について

すでに報道や救う会のメールニュースなどでご存知と思いますが、明日 日から家族23
、 、 、 。 。会 拉致議連 救う会 調査会の代表が訪韓します 調査会からは代表荒木が参加します

今回の訪韓は韓国の拉致被害者家族からの招待に応じたもので、基本的には家族会、救

、 。 、う会 拉致議連が主役です 調査会としての貢献は荒木が通訳として協力する程度ですが

高野大使との夕食会などもありますので、大使には全失踪者のデータを大使にお渡しし、

協力を要請する他、今後の調査会活動にかかわる準備活動をしてくる予定です。失踪者の

中には韓国で失踪した大政由美さんもおり、今後亡命者の証言などで新たな情報が入る可

能性も少なくありません。最先端にいるソウルの大使館がフルに動いてくれることを要請

してくる予定です。

■ 月 日に記者会見7 30
報道関係者各位

調査会では以下の要領で記者会見を行います。よろしくお願いします。

１、日時 月 日（水）午後 時～ 時7 30 2 3
、 （ ）２ 場所 友愛会館 階Ａ会議室 港区芝 ・都営地下鉄三田線芝公園駅下車 分1 2-20 2

３、会見内容

（１）これまでの調査についての報告

（２）追加の失踪者リスト発表（前回同様「特定失踪者」ではなく「失踪者」として

発表します。

（３）その他

。※ 日に兵庫で記者会見した金田龍光さんの件についても見解を明らかにする予定です22



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.7.29
■報道関係各位 明日の記者会見について

明日 日の記者会見は予定通り午後 時から東京港区の友愛会館 階Ａ会議室で行い30 2 1
ます。

これに先立ち午後 時からリストなどの資料を記者会見場で配付します。また、同時に1
メールニュースにて資料を流します（ただし、メールニュースは不特定多数に届くためご

家族の連絡先は省略します 。）

なお、今回第 次リストとして発表するのは 人（一部の方に 人とお伝えしました4 21 22
が数え間違いで、実際には 人です 、その中には去る 月 日に神戸で救う会兵庫が21 7 22）

行った記者会見の折り発表した金田竜光さんと、北朝鮮関係者によって殺害されたとみら

れている渡辺秀子さんの長女高敬美さん、長男高剛君も含まれています。また、現段階で

の調査の概況も発表する予定です。



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.7.30
■第 次失踪者リスト4
第 次のリストを発表します。正式公開は本日午後 時ですのでそれまで報道はお控え4 2

ください。

ファイルは下記のところからダウンロード願います（省略 。）



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.8.1
■リストの一部修正について

先日発表した第 次の失踪者リストで高敬美さんの読み方を「こう たかみ」としてい4
ましたが「こう きよみ」の誤りでした。おわびして訂正します。

■イルカの話

去る 月下旬、島根県・鳥取県沖で潜水艦らしき物体が発見されました。地元ではニュ4
ースになったようですが、当局は「イルカ」だとして潜水艦説を否定したそうです。もち

ろん、本当にそうならそれでいいのですが、安明進氏は現在船の科学館（東京）に展示さ

れている工作船のことについて語る中で「工作船が射撃されたのだから次は絶対潜水艦を

使うはず」と言っています。ともかくすべての可能性を考えていて欲しいというのが正直

なところです。

このこと自体は調査会の活動と直接関係ありませんが、新たなことが分かりましたらお

知らせします。



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.8.2
■現時点における失踪者情報について

月 日の記者会見の折り、調査会では 次リストの金田竜光さん、高敬美さん、高7 30 4
剛さんと 次リストの松本京子さんについて、拉致の可能性が高いと発表しました。この1
うち 次リストの 人についてはすでにマスコミでも報道されてきましたが、松本京子さ4 3
んについて、今回拉致の可能性が高いとしたのは、概ね次のような理由によります。

１、他の理由による失踪と考えるのは難しい

２、場所が北朝鮮の拠点の一つである境港に近い

３、時期的にも拉致が頻発した時期である。

４、失踪した場所のロケーションがすでに明らかになっている拉致事件と類似している

12５ 松本京子さんについては本会の妹原理事が調査会設立以前から調査しており 平成、 、

年 月 日付で金子善次郎衆議院議員（現保守新党）が提出した質問主意書の中で11 1
も本件について質しているが、政府の答弁書には次のように回答されている

「ご指摘の失踪者は、昭和 年 月 日、自宅から外出したまま消息を絶ち、その52 10 21
後、現在まで行方不明となっているものと承知している。本事案については、鳥取県警察

において、家出人捜索願を受理し、所要の調査を実施したが、北朝鮮に拉致されたと疑わ

せる状況等はなかったものと承知している」

しかし、政府は昨年 月、クアラルンプールでの日朝交渉で非公式に松本さんについ10
ての安否確認を田中実さん、小住健蔵さんとともに行っている。質問主意書の通りならそ

のようなことをする可能性は存在せず、公表はしていないが電波情報など拉致を裏付ける

新たな情報が入ったものと推測される

以上です。なお、 について、今後拉致であることが確実になった場合、この質問主意5
書の回答に責任があると思われる警察庁ならびに鳥取県警は当然何らかの責任を負ってし

かるべきであると思います。

■情報の一部修正について

次リストで発表した加藤悦子さん（平成元年 月 日失踪）の特記事項について、4 8 23
こちらの手違いで若干情報に誤りがありました。正しくは以下の通りです。お詫びして訂

正させていただきます。

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
失踪日朝は通常通り午前の仕事に勤務、仕事終了後から足取り不明。

帰宅したのか仕事場からそのまま失踪したのかは不明。

「 」 、夕方から午後の仕事があったが 頃医院に 今日はとても行けそうにない と架電16:30
その前後に自宅に最後の電話をかけている。

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.8.5
■調査会のこれまでの活動の概要について

調査会の現状、これまでの活動の主なものについてご参考までお知らせします。

特定失踪者問題調査会について

平成 年 月 日15 8 5

（ ）１、設立 平成 年 月 日 救う会全国協議会から失踪者調査部門が分離独立15 1 10
関連団体

救う会全国協議会（佐藤勝巳会長）

家族会（横田滋代表）

拉致議連（中川昭一会長）

地方議員の会（土屋敬之会長）

法律家の会（木村晋介・藤野義昭共同代表）

2-3-8 6 401２、事務所所在地 東京都文京区後楽 第 松屋ビル

tel 03-5684-5058 fax 03-5684-5059
３、役員 代表 荒木和博

専務理事 真鍋貞樹

理事（ 音順） 青木英実50
川人博（弁護士）

杉野正治

妹原仁

西岡力

兵本達吉

藤野義昭

増元照明

４、設立の目的 北朝鮮による拉致の疑いのある失踪事件についての調査を行い、もって

拉致事件の全面解決に資する。

５、活動

・届け出のあった失踪者及び独自に情報を収集した失踪者についての調査

・北朝鮮脱出者などからの情報収集

・政府・各級関係機関への調査要請及び提言

・その他

６、これまでの主な活動

月 日発足 第 次リスト 名を公開1 10 1 40
月 日 第 次リスト 名を公開（後に 名の消息確認）2 10 2 44 2
月 日 内閣府・警察庁・公安調査庁・海上保安庁に要請（ 日回答受領）2 12 28
月 日 ポスター（第 版）作成・配付3 26 1
月 日 ポスター（第２版）作成・配付5 6
月 日 失踪者家族に対する説明会5 8



月 日 第 次リスト 名を公開5 30 3 62
月 日 第 次リスト 名を公開7 30 4 21

（この時点で公開 名、非公開 名、合計 名）165 191 356
その他

調査活動

失踪者家族に対する情報提供などのフォロー

失踪者家族宛郵送ニュース（概ね 号／ カ月）1 1
調査会メールニュース（平均 号／ 週間）1 1
他

８、活動の成果

拉致の可能性が高いと調査会が認定した失踪者

加藤久美子 救う会として対応が決定

古川了子 同上

松本京子 救う会へ調査会から要請を予定

金田竜光 同上

高敬美 同上

高剛 同上

９、今後の活動 調査活動・情報収集の強化による拉致全体像の一刻も早い究明



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.8.6
■安村文夫さんに関する朝鮮語のビラを作成しました

昭和 （ ）年 月に失踪した安村文夫（尹文夫）さんを探す朝鮮語のビラを作成52 1977 9
しました。在日（朝鮮籍）の方ですので拉致であったとしても日本人被害者と別ルートで

情報が得られる可能性があると思われるためです。下記のアドレスからダウンロードでき

ます（ ）ので、脱北者、帰国者関係で情報が得られる方はご協力いただけると幸いでPDF
す。 （約 メガバイト）http://www.asahi-net.or.jp/?lj7k-ark/Yun_Yasumura.pdf 1



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.9.17
■第 次リストの発表など5
次の要領で失踪者第 次リストの発表及び記者会見を行いたいと思います。関係各位に5

はご協力をよろしくお願い申し上げます。

第 次リスト発表 月 日（水）5 9 24
時メールニュース送信開始、 時頃から資料配付、写真公開12 13
（場所等詳しくは別途ニュースで流します）

記者会見 月 日（水） ～ ： 於：友愛会館9 25 13:30 14 30
内容 ( ) から 年間、調査会設立後 ヶ月の会としての概括1 9.17 1 8

※拉致の全体像等調査を通じて明らかになったことについて

( ) 前日発表したリストについての補足2
( ) その他3



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.9.19
■来週の予定について

既にお知らせした失踪者第 次リストの発表及び記者会見について、下記の通り行いま5
す。関係各位にはご協力をよろしくお願い申し上げます。

月 日（水）9 24
失踪者第 次リスト（約 名）及び 次から 次まで発表した失踪者の中で拉致可5 10 1 4
能性の高いと思われるケースの一部に関する発表

時メールニュース送信開始、 時頃から資料配付、写真公開（於調査会事務所）12 13
メールニュースで流す資料はご家族の連絡先を抜いてあります。報道関係の方などで

連絡先の必要な方は事前にメールにてご連絡いただければ、連絡先を入れたものをメ

ールニュースと並行して流します。

月 日（水） 記者会見 ～ ： 於：友愛会館 階 会議室（港区芝）9 25 13:30 14 30 1 A
内容 ( ) から 年間、調査会設立後 ヶ月の会としての概括1 9.17 1 8

※拉致の全体像等調査を通じて明らかになったことについて

( ) 前日発表した拉致可能性の高い事件及び 次リストについての補足2 5
( ) その他3



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.9.24
■失踪者第 次リスト・拉致の可能性の高い失踪者のリストの発表について5
特定失踪者問題調査会では本日、失踪者リストの第 次発表（従来と同じ「拉致の可能5

性が完全には排除できないリスト ・通称ゼロ番台リスト）と拉致の可能性が高いと思わ」

れる失踪者のリスト（通称 番台リスト）の発表を行いました。ゼロ番台リストは添1000
付ファイル（ で作成したタブ区切りテキストファイル）です。 番台リストにつExcel 1000
いては下記の通りです。二つのリストが一緒に出ますので分かりにくい点があるかと思い

ますが、後者は 月 日の第 次発表のときに合わせて発表した 人と同じ扱いになり7 30 4 6
ます。

北朝鮮による拉致事件の疑いが濃いと思われる失踪者

（ 番台リスト・平成 年 月 日発表）1000 15 9 24
特定失踪者問題調査会

現在調査会には 人を超える失踪者のリストがあり、うちこれまで拉致の疑いが濃い360
と発表した失踪者は加藤久美子さん・古川了子さん、高敬美さん、高剛さん、金田竜光さ

ん、松本京子さんの 名です。今回これに次の方々を加えます。調査会ではリストに入れ6
た失踪者（公開非公開を問わず）には登録順の通し番号を付けてきましたが、拉致の疑い

が濃いとした方々はこの番号に を足しています 混乱を避けるため これまでの 失1000 。 、 「

踪者」リストに非公開者を加えたものを「ゼロ番台リスト 、拉致可能性が高いと思われ」

る方々のリストを「 番台リスト」と通称します。今回「 番台リスト」に加える1000 1000
のは以下の方々です。

大屋敷正行さん、大澤孝司さん、国広富子さん、新木章さん、山本美保さん、秋田美輪

さん

ただし、調査会の能力からして現状で全てのケースを均等に調べ、順位をつけて可能性

の高いものから発表することはできません。したがって「ゼロ番台リスト」の中には今回

拉致の疑いが濃いとした 人を含む「 番台リスト」と同程度ないしより拉致可能性6 1000
が高いのではないかと思われるケースも存在します。調査会では今後これまで同様の「ゼ

ロ番台リスト」の発表可能なところから発表していく予定です。

また、私たちは当初新たな拉致の証拠となるものを見つけていくことを目標として調査

を行いましたが、多くの事件が長期間を経ているため、警察と同様のやり方で新たな証拠

10 15を見つけることは極めて困難であると認めざるを得ません また その警察自体 件。 、 、

人のうち主体的に拉致を明らかにしたのが久米裕さんだけであり、その久米さんの事件も

事実上封印してしまったという現実があります。この活動は拉致をされている北朝鮮が長

期的かつ極めて広範囲に拉致を行っているという前提のもと、総合的な見地から判断して

参ります。今回の 人についても同様です。なお、山本美保さんと秋田美輪さんの拉致に6
ついては対象選定の段階もふくめ何らかの関係があるものと推定されます。



今回発表した 人に関するメモ（敬称略）6

大屋敷正行（おおやしき まさゆき）

1952.12.5生年月日：

1969.7.27失踪時期：

失踪場所：静岡県沼津市大瀬崎海岸

当時の住所：東京都江戸川区

当時の身分：高校２年生

状況：友達 ～ 人と大瀬崎海岸へ海水浴に行く。夜中にトイレに行くと外へ出たまま戻7 8
らず。枕元に腕時計、財布、免許証など残したまま。家出や自殺の理由がなく、楽

しい高校生活を送っている矢先のことだった。

本人の特徴：身長 ～ センチ、やせ型、色弱、温厚で素直、おとなしい性格。髪は165 168
くせ毛でぼさぼさした感じ。優しくいつもほほえんでいる感じ。写真を撮るときは

歯がちらりと見える。自分の気持ちをはっきり人に伝えたり、すすんで新しいこと

に挑戦するタイプではなかった。卓球部に所属し、強い方だった。運動神経はとて

もよかったようだ。目は良くなかった。

大澤孝司（おおさわ たかし）

1946.6.21生年月日：

1974.2.24失踪時期：

失踪場所：新潟県佐渡郡新穂村

当時の住所：新潟県佐渡郡新穂村

当時の身分：新潟県佐渡農地事務所勤務（昭和 年 月から）47 9
それ以前は小出の農地事務所に勤務（ 年 カ月）3 3
状況：自宅独身寮から約 メートル離れた飲食店で夕食を済ませ、知人宅に寄った後行400

方不明。当時事務所には ～ 人が勤務、うち ～ 人程度が本土から単身赴50 60 15 20
任で来ていた。失踪時期は観光はオフシーズンだった。そのため最も忙しい時期に

拉致された曽我さんと違い警察もかなり大規模に捜査してくれた。小出の事務所で

は失踪してからまもなく「あれは北朝鮮にやられたのではないか」との話でもちき

りになったが、やがてぴたりと止んだという。

元の同僚の話「失踪の ～ 日前一緒の船で新潟から帰ってきた。船中では飲む2 3
話、食べる話などをしていて自殺や失踪のそぶりはまったくなかった。マッチは寮

の前あたりに落ちていたとのこと」

国広富子（くにひろ とみこ）

1952.2.9生年月日：

1976.8.2失踪時期：

失踪場所：山口県宇部市の自宅付近

当時の住所：宇部市笹山１５区笹山アパート

当時の身分：看護婦



状況：母親にたばこを買いに行くのを頼まれ、 円のみを持って夜 時半頃家を出てそ300 8
れきり消息不明。新しい病院に勤務し始めたばかり。

本人の特徴： センチ、 キロ、左こめかみから頬にかけうす茶色のあざ（化粧152 48
で隠れるほど）

新木章（あらき あきら）

1947.10.16生年月日：

1977.5.21失踪時期：

失踪場所：埼玉県川口市の自宅を出たまま行方不明。

当時の住所： 川口市

当時の身分：銀行員（オンライン化の担当）

状況：家を出るとき「午後 時か 時には帰る」と言って出かけた。財布しか持っていな6 7
い。財布には免許証、クレジットカードが入っていたが、更新がされていないし、

カードは使っていない。

本人の特徴：中肉中背、眼鏡使用、当時黄色のチェックのシャツにジャケット着用。

山本美保（やまもと みほ）

1964.3.3生年月日：

1984.6.4失踪時期：

失踪場所：山梨県甲府市の自宅を出て以来消息不明

当時の住所：山梨県甲府市

当時の身分：大学受験生

状況：図書館に行くと言って出かけたまま消息不明に。バイクは甲府駅前に放置されてい

た 失踪４日後 新潟県柏崎市荒浜海岸にセカンドバックが落ちていたとの連絡 本。 、 （

人のものと確認 。失踪半年後の１１月６日からから無言電話が４年半ほど続く。）

無言電話はほとんど数秒で切れるものだったが、失踪から 年 ヶ月後と 年 カ3 4 3 6
月後の 回の電話は ～ 分ほど続き、相手はじっと聞いている様子だった。３2 10 15
年６カ月後の電話はすすり泣くような声が聞かれた。

本人の特徴：身長 センチ、体重 キロ。左目の下に 針縫った跡。左手にしもやけ160 51 3
の軽いケロイド。靴のサイズ センチ。23.5

秋田美輪（あきた みわ）

1964.1.25生年月日：

1985.12.4失踪時期：

失踪場所：兵庫県神戸市の大学校門

当時の住所：兵庫県川西市

当時の住所：大学 年生（国文科）4
状況：大学で午前の授業を受けた後、１時過ぎに学食で友人と食事をとり校門近くで友人

と別れた。夜８時過ぎに友人宅へ泊まるとの電話が家にある（実際には泊まってい

ない 。翌日朝 時 分兵庫県警城之崎署から竹野町弁天浜で本人のバッグ発見と） 8 15



の連絡。当時は自殺とされたが、何も見つかっていない。バックの置いてあったと

ころから海岸に メートル位足跡があった。発見される前に雨が降ったがバック10
も近くにあった本人の靴も濡れていなかったという。地形や潮の流れから入水自殺

であれば遺体が上がるはず、竹野浜、竹野駅、城崎駅で目撃者がいなかった、残さ

れていた急行券に不審な点がある。その急行券とは、大阪駅発行で、和田山駅まで

150 40キロが有効範囲だった。遺留品が見つかった浜の最寄りである竹野駅まで

キロも離れている。竹野へ行くには和田山で乗り換えなければならない。時間的に

乗車した可能性の高い「丹波３号」は城崎に 「だいせん３号」は城崎・竹野に停、

。 、 、車する また当時の急行料金は キロまでが 円 キロまでが 円で150 900 200 1000
円の違いしかない。遺留品には 円の現金があり不自然。また、急行券に100 18000

はパンチ跡、検札跡がない。このように不審な遺留品があったにも関わらず２日で

捜査が打ち切られ入水自殺とされ、警察の初動ミスが疑われる。

本人の特徴：身長 センチ、体重 キロ、両眼とも眼鏡をかけて 。155 43 1.2

■記者会見

月 日（木） ～ ： 於：友愛会館 階 会議室（港区芝）9 25 13:30 14 30 1 A
内容 ( ) から 年間、調査会設立後 ヶ月の会としての概括1 9.17 1 8

※拉致の全体像等調査を通じて明らかになったことについて

( ) 前日発表した拉致可能性の高い事件及び 次リストについての補足2 5
( ) その他3

■失踪者第 次リストの訂正5
、 （ ）お送りしたリストの中で富山県屋木しのぶさんにつき 失踪時期の記載が昭和 44 1969

年となっていましたが 年の誤りでした。お詫びして訂正します。43

昭和 年 月 地元の高校を卒業41 3
同年 月 東京の美容学校入学4

昭和 年 月 同校卒業42 3
同年 月 東京の美容院に勤務4
同年 月頃 入善に戻り地元の美容院に勤務10

昭和 年 月中旬 失踪（ 次リストで昭和 年 月 日と発表していますが、43 1 5 44 1 18
関係者によって若干日にちに違いがありますので中旬としておき

ます）

※前にお送りしたニュース 号及び 号で一部に文字化け及び読めないなどのトラブル39 40
が起こりました。ご迷惑をおかけしたことをお詫び申し上げます。

必要な方はメールをいただければ返信でお送りしますのでご連絡下さい。
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■調査会では本日記者会見を行い、以下の文書を発表します。

現時点における拉致問題の全体像に関する見解

小泉総理の訪朝から 年が経過した。この間政府未認定者であった曽我ひとみさんの拉1
致が明らかになったことで政府認定者以外の拉致に関する関心が高まり、とりわけ原因不

明の失踪をした家族を持つ人々が多数警察や内閣府支援室、そして救う会へと問い合わせ

をするようになった。これに対処するため、 月に私たちの調査会が設立され、微力では1
あるが、これまで カ月にわたって調査を続けてきた。私たちのところにご家族から調査8

310 50 360依頼が寄せられた失踪者は 人余 独自に情報を収集した事件が約 人 あわせて、 、

人余にのぼる。これらのケースを概観した中間報告は去る 月 日の記者会見ですでに7 30
発表済みだが、 から 年経たのを期に拉致の全体像について見解を明らかにし、各位9.17 1
のご協力を求める次第である。

北朝鮮による日本人拉致は昭和 （ ）年の朝鮮戦争休戦後、長期にわたって行わ28 1953
れており、今後も行われる可能性がある。調査会にある失踪事件の中で拉致可能性が強い

と思われる事件も時期・場所の両面で広範に分布している。韓国人の拉致が朝鮮戦争中の

人にはじまり直近で平成 （ ）年まで行われていることからも分かるように、83000 12 2000
、 。北朝鮮にとって拉致は通常の行為であり 一時期特定の目的だけで行われたものではない

日本人の拉致被害者総数がどれほどかは未だ明らかではないが、少なくとも 人を下る100
ことはないと思われる。その理由は次のようなものである。

・ 次までの失踪者 人の発表で、報道関係をはじめとする各方面のご協力にもかか4 165
わらず、本人が日本国内にいることが確認できたのは 名に過ぎず、大多数は新たな情2
報すら寄せられていない。

・当初拉致の可能性が薄いと思われた事件ですら調査にともないその疑惑を深めざるを得

ないケースがあり、逆に絶対に拉致ではないと確信をもてるケースはほとんどない。

・同時期に同様の（例えば高校生、若い女性、カップルなど）失踪が集中しているケース

や同じ高校・大学の卒業生・在学生の失踪などがいくつも見られ、また、共通の偽装工

作と思われる手口も見られる。

・当然ながら、ご家族が拉致を疑いながら調査会に調査依頼をしないケースも少なくない

と思われ、また、原敕晁さん、久米裕さん、田中実さん、金田竜光さんのように家族親

族との関係が希薄な人を標的にした拉致も相当数あると考えられる。これらは当然リス

トには入ってこない。

長期的かつ広範囲に自国民を多数拉致されたことから考えるとき、北朝鮮による拉致は

テロというより「低烈度の戦争」とも言えるものであり、北朝鮮の国家目標が変わってい

ない現状からしてそれは今も続いているはずである。おそらくはこの現状を知っていたで

あろうわが国の歴代政権がなぜこのような大規模かつ悪質な主権侵害を放置してきたのか



はまだ不明だが、少なくとも今後放置し続けることは許されない 「人道問題」という言。

葉でこの問題の本質を国民の目から隠すことがあってはならないのである。また、日本国

民のみならず、朝鮮総連系をふくめ相当数の在日韓国・朝鮮人もいわゆる「帰国事業」と

は別に拉致をされている可能性があり、この問題もけっして無視されるべきではない。

言うまでもなく、拉致事件の解決には全ての拉致被害者の帰国が前提である。これは現

在政府が認定している未帰国被害者 名にとどまるものでないことは言うまでもない。10
偽計によって自分の意志で北朝鮮に入り出られなくなった人まで含めて、すべての人の現

状を回復するということである。また、拉致の中には前述のように、周囲との関係が希薄

な人がねらわれ拉致されたケースも相当数あると推定され、その場合は北朝鮮の中に入っ

て調査及び救出を行う以外の方法はない。

以上のような状況から考えた場合、証拠を固めて立件するという警察の通常のやりかた

10 15にのみ依拠した対応では大多数の拉致事件を解明することはできない そもそも 件。 、

人のうち警察の主体的捜査によって明らかになったのは久米裕さんの事件だけであり、そ

の事件すら実行犯逮捕という石川県警の功績は封印されてしまっている。したがって大部

分の事件は北朝鮮にとって「運悪く」発覚した、氷山の一角と言っても過言ではない。

また、失踪事件のほとんど全てが事件当初北朝鮮による拉致を疑われていなかったため

にその方面の捜査がなされておらず、なおかつ多くの事件がすでに長期間を経て事件によ

っては関係者の記憶すら不確かになってしまっている。

したがって、警察が拉致と認めることを前提とし、外務省の交渉によって北朝鮮側に帰

国を求めるという現状の対応が今後も続けば大多数の拉致被害者は北朝鮮でその生命を終

えてしまわねばならない。拉致問題の解決のためには日本国が独裁国家に奪われた国民を

奪還するという意志を明確に示し、実行することが必要不可欠である。それは政治家や官

僚のみに任せておける問題ではない。救出の責任は私たち国民すべてに存在する。そして

その実現は日本人拉致被害者のみならず在日韓国・朝鮮人拉致被害者や韓国人拉致被害者

の救出にも、在日朝鮮人帰国者の人権擁護にもつながり、さらには独裁体制の下で苦しむ

大多数の北朝鮮国民の救援にも大きく貢献する。各位のご協力を切にお願いする次第であ

る。

平成 年 月 日15 9 25
特定失踪者問題調査会代表 荒木和博

＜付記＞

●今後調査会として、拉致の疑いが濃いと発表したケースをはじめ失踪者のご家族に対す

るフォローを強化する。

● 月に内閣府支援室・警察庁・海上保安庁・公安調査庁に対し要請を行い、 機関に外2 4
務省も含めた回答を同月末受け取っているが、今後は邦人保護等の観点から防衛庁も含

め政府の積極的対応を求めていく。
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■法律家の会がシンポジウム

調査会とともに特定失踪者問題を中心に精力的に活動を行っている「北朝鮮による拉致

被害者を救出する法律家の会 （木村晋介・藤野義昭共同代表）では以下の通り東京でシ」

ンポジウムを開催します。予約制ではありませんが会場の関係もあり、ご参加希望の方は

できるだけ事務局長である斎藤健兒弁護士の事務所（ ）までご連絡下さい。03-3253-8138

「 シンポジウム 北朝鮮による人権侵害・拉致と強制収容所を考える！」10.29
日時： 月 日（水） 午後 時～午後 時 分10 29 6 8 45
場所：弁護士会館 階会議室 号5 502

（地下鉄丸ノ内線霞が関駅Ｂ１出口すぐ・日比谷線霞が関駅Ａ１出口 分・3
千代田線霞が関駅Ｃ１出口 分・有楽町線桜田門駅 番出口 分）3 5 5

講師（敬称略）

櫻井よしこ（ジャーナリスト）

横田滋（家族会代表）

姜哲煥（北朝鮮からの亡命者・政治犯収容所体験者）

荒木和博（調査会代表）

＜報道関係各位＞

上記法律家の会主催シンポジウムにあたり下記の通り記者会見を行います。取材方よろ

しくお願い申し上げます。

日時： 月 日（水）午後 時から10 22 1
5 508AB場所：弁護士会館 階会議室

内容：翌週のシンポジウムについて他

（法律家の会が記者会見を行うのはこれが初めてです）

※お問い合わせは上記斎藤弁護士事務所まで



<<<<<<<<調査会ニュース >>>>>>( )Vol.44 2003.10.12
■松本京子さんの新情報に関する記者会見について

昭和 年に米子市から拉致された松本京子さんに関する情報について、次の通り記者52
会見を行います。

日時 平成 年 月 日 ～15 10 14 13:30
場所 福祉保険総合センター・ふれあいの里

1-139-3鳥取県米子市錦町

TEL 0859-23-5491
参加者 松本孟さん（松本京子さんのお兄さん）

妹原仁・調査会理事

お問い合わせは妹原理事（ ）までお願いします。090-4697-6197

■内閣府に要請 月下旬の発表内容について9
月 日の発表及び 日の記者会見に関して以下の様に政府に要請を行います。9 24 25
１、日時 月 日（水） から10 15 15:00
２、場所 内閣府拉致被害者・家族支援室

代表荒木・専務理事真鍋等調査会役員が文書を持参して要請します。

＜報道各位＞

要請の内容についての報告等は要請終了後ぶら下がりで行います。

■法律家の会記者会見について

月 日の記者会見に先立ち、 ～ の間昼休み時間にあわせて法律家の会で10 22 12:30 12:55
は東京地方裁判所前で集会に関するビラまきを行います。横田滋家族会代表も参加の予定

です。

宣伝活動終了後、予定通り から弁護士会館 階会議室 にて記者会見を行13:00 5 508AB
います。

■ご協力のお願い もしも調べられる方がおられましたら

先週荒木が調査で青森に入った折り、次のような話を聞きました。

「昭和 年頃の、確か朝日だったと思うが新聞の記事にこの時期新潟以北の日本海側47
で 人位が一斉にいなくなった報道されたことがあった。切り抜きをしたのだが今どこ60
にあるか分からない」

他紙もふくめこのような記事をご覧になった覚えのある方はご連絡いただけると幸いで

す。
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■松本京子さんの目撃情報に関して

昨日複数のテレビ局から脱北者の松本京子さんに関する目撃証言が報道されました。

それぞれの報道は同一人物による証言の可能性もあるものの、ソウルに赴いた松本さん

の兄の孟さん及び調査会妹原理事も直接本人と会い信憑性が高いものと確認しています。

この脱北者は稚内市から失踪した斉藤裕さんも目撃したと言っていますが、韓国内の内政

混乱により、これまで抑えられてきた北朝鮮に不利益を与える情報が出やすい状況になっ

てきており、今後同様の情報が相次いで出てくる可能性もあります。

もちろん、それらの情報すべてを最初から鵜呑みにすることはできないでしょうが、政

府にはこれらの情報を積極的に収集し、分析して国民に積極的に公表するよう求めます。

少なくとも「 件 人」などと言っているうちに 人も名前が出てくるなどというこ10 15 100
とにだけはならないようにしてもらいたいものです。また、北朝鮮側は逃げ場がなくなれ

ば拉致被害者が「自分の意志でやってきた」として、第二、第三の寺越武志さんにしよう

とするに違いありません。寺越さん自身もそうですが 「本人の意思が確認できない」と、

の口実で日本政府が見殺しにしてはならず、侵害された主権を回復するという見地から対

。 、応していただきたいと思います 私たちも明日内閣府支援室を通じ政府にも要請しますが

これまでの警察による認定→外交交渉というやり方だけでない、新たな救出の方法を一刻

もはやくとっていただきたいと考えます。

特に松本さんらについては一刻も早い政府の認定を求めます。また、まもなく行われる

総選挙に関し 「マニフェスト」が話題になっていますが、自・民両党とも膨大な数の日、

本人が拉致されているという前提で、この中に「拉致被害者全員を半年以内に救出する」

というのを入れていただきたいと思う次第です。

あわせて報道関係の皆さんにお願いします。政府発表の 件 人のうち 人はジャー10 15 7
ナリストが拉致事件を明らかにしたものです。それ以外は辛光洙、金賢姫の自白、石岡さ

んからの実家への手紙で分かったものと、曽我さんに至っては誘拐犯である北朝鮮側が明

らかにしたものです。警察が自ら摘発したのは久米さんの事件だけであり、それも当時警

察は公にはしませんでした。

おそらく第一線にいる警察官の皆さんは日夜を分かたぬ努力をしてくれているものと思

いますが、間違いなくこの数十年間、拉致事件は上で握りつぶされてきたとしか考えられ

ません。そして、この現状から考えるとき、拉致問題に取り組むジャーナリストの皆さん

の役割は、単に仕事としての報道のみならず、ご自身が救出活動の第一線にいるものとぜ

ひご理解いただきたく思います。

われわれ民間人にとっても、日本国民である限り「外務省が悪い 「警察が怠慢だ」で」

はすまされません。民主主義国家にあって国民の質以上の政府は存在し得ないのであり、

拉致問題に関して言うなら全国民が力を合わせることによって解決しなければならないと

思います。各位のご協力を心よりお願いする次第です。

平成 年 月 日15 10 14
特定失踪者問題調査会代表 荒木和博
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■ 内閣府支援室に要請

調査会では本日 時から内閣府拉致被害者・家族支援室を役員が訪れ、下記の要請文書3
を小熊博室長に手渡し、要請するとともに石破茂防衛庁長官宛の要請文書を防衛庁に伝達

していただくようお願いしました。また、あわせて最近亡命者の目撃証言が明らかになっ

ている松本京子さんと斉藤裕さんについても認定についての検討をされるよう関係機関に

伝えていただくよう要請しました。なお要請に参加したのは荒木和博代表、真鍋貞樹専務

理事、川人博理事、杉野正治理事の 人です4

＜支援室宛要請文書＞

平成 年 月 日15 10 15
内閣官房参与 中山恭子様

内閣官房拉致被害者・家族支援室室長 小熊博様

特定失踪者問題調査会代表 荒木和博

政府未認定拉致被害者救出に関する要請

拉致問題解決のための日夜を分かたぬご活動に心より敬意を表します。

さて、私共はこの 月に調査会を発足させて以来、微力ながら失踪者の調査を続け、拉1
致の全体像を明らかにしようと努力して参りました。その中間報告は別紙の「見解」にあ

る通りですが、現状で少なくとも 人以上の日本人が拉致されていると推定せざるを得100
ません。

一方、現在政府の認定している 件 人のうち、警察が主体的に摘発したのは久米さ10 15
ん 件に過ぎず、その事件すら政府は公にはしませんでした。この現状から考えると、拉1
致問題の解決を今の方法のみで行っていけば、政府認定の残り 人以外の被害者は北朝10
鮮の地でその生を終わらねばなりません。私たちはこの現状を憂慮し、政府に対し下記の

ような対策の実行を求めます。もちろんこの問題は一人支援室のみに責任を負わせるべき

ことではなく政府全体、さらに民間も含めた国民全体の力を結集する必要があると思いま

す。私共も今後国会をはじめ様々なチャンネルを通して実現を図る所存ですが、支援室に

おかれましてもぜひご理解賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

記

１、警察の捜査で証拠を積み上げ、拉致被害者として認定するという現在のやり方のみで

は拉致問題の解決は絶対に不可能です。従って、北朝鮮の工作活動及び北朝鮮の内部

情報全体を把握しながら、その中における拉致の情報を収集し分析する本当の意味で



国民の安全を守るための情報機関を一刻も早く設置していただきたくお願い申しあげ

ます。

２、同様に解決にあたって現在の外交交渉だけでは、特に政府認定者以外の拉致被害者救

出は不可能です。経済制裁はもちろんですが、軍事面でもテロや暴発を絶対に許さな

いという、断固たる姿勢を示し北朝鮮に圧力をかけていただくよう求めます。特に、

北朝鮮内部でクーデター等により政権崩壊などの状況になった場合、拉致被害者の身

辺は最も危険になります。このとき邦人救出の立場から行動できるのは自衛隊しかあ

りません。そもそも、身寄りのない拉致被害者は北朝鮮に行って探す以外に救出はで

きません。状況に応じて迅速に自衛隊を派遣し、拉致被害者を救出できるよう、対応

をお願い致します。

なお、勝手ながら別紙文書を防衛庁に伝達して下さいますようお願い申し上げます。

以上

＜防衛庁宛要請文書＞

平成 年 月 日15 10 15
防衛庁長官 石破茂様

特定失踪者問題調査会代表 荒木和博

拉致被害者救出に関するお願い

平素のご活躍に心より敬意を表します。

私共は本年 月に「北朝鮮に拉致された日本人を救出するための全国協議会」から分離1
し設立された団体で、北朝鮮に拉致された可能性のある失踪者を調査し、拉致の全体像を

明らかにするための活動をしています。

設立以来 カ月が過ぎましたが、この調査を通じて政府認定の 件 人どころではな9 10 15
い、少なくとも 人を下らない拉致被害者がいることを確信するに至りました。時期も100
半世紀近くの間継続的に、場所も鳥取など日本海側はもちろん、太平洋側でも内陸でも起

きており、また今後も起きる可能性があります。これはもはやテロなどという表現を通り

越して低烈度の戦争とも言えるものです。

なぜ政府がこれをかくも長い間放置してきたのかは不明ですが、ともかくこの人たちす

べての救出は今のような警察による認定と外務省の日朝交渉での提議というルートのみで

できることではなく、最終的には軍事力が必要です。これは最も切実な意味では金正日体

制崩壊の混乱のときの邦人保護も含まれます。様々な障害があることは十分に承知してお

りますが、このようなときに行けるのが自衛隊だけであることは明らかであります。すで

に自衛隊では北朝鮮のミサイルや特殊部隊に対する対応を進めておられますが、更に進ん

でこの部分でも早急に準備を整えて下さいますよう、心よりお願い申し上げます。

以上
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■調査会に家族支援委員会設置

特定失踪者問題調査会では昨日（ 日）理事会を開催し、同日付で特定失踪者家族支23
援委員会を設置、失踪者家族のフォロー体制を強化していくこととなりました。当面は調

査会が拉致の疑いが濃いとした家族の政府認定を求める行動などを中心に活動を進める予

定です。

これは救う会全国協議会の幹事会で調査会が発表した失踪者の家族に関するフォローは

拉致の疑いが濃いと判断された後も継続して調査会で行っていく旨了解されたことに基づ

くものです。委員長には真鍋貞樹専務理事、事務局長には杉野正治常務理事が就任し、荒

木代表が総括、常務理事、理事全員が委員として参加します。

なお、体制強化のため、これまでの理事を常務理事とし、新たに理事を任命することに

なりました。

■法律家の会がシンポジウム

調査会とともに特定失踪者問題を中心に精力的に活動を行っている「北朝鮮による拉致

被害者を救出する法律家の会 （木村晋介・藤野義昭共同代表）では以下の通り東京でシ」

ンポジウムを開催します。予約制ではありませんが会場の関係もあり、ご参加希望の方は

できるだけ事務局長である斎藤健兒弁護士の事務所（ ）までご連絡下さい。03-3253-8138

「 シンポジウム 北朝鮮による人権侵害・拉致と強制収容所を考える！」10.29
日時： 月 日（水） 午後 時～午後 時 分10 29 6 8 45
場所：弁護士会館 階会議室 号5 502

（地下鉄丸ノ内線霞が関駅Ｂ１出口すぐ・日比谷線霞が関駅Ａ１出口 分・3
千代田線霞が関駅Ｃ１出口 分・有楽町線桜田門駅 番出口 分）3 5 5

講師（敬称略）

櫻井よしこ（ジャーナリスト）

横田滋（家族会代表）

姜哲煥（北朝鮮からの亡命者・政治犯収容所体験者）

荒木和博（調査会代表）

※この集会は法律家の会が初めて行う公開イベントです。日弁連会長も挨拶にこら

れる予定です。
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■ 失踪者ポスター（第 版）作成3
これまで公開された 名の方についてのデータと写真を掲載したポスター第 版（第180 3
版と同じＡ２の大きさ）ができました。ご入り用の方は恐縮ですが、 枚 円×枚数2 1 100
分の切手を同封して調査会宛ご送付いただけると幸いです。 枚以上ご入り用の場合は50
お手数ですが現金書留ないし郵便振替（ 特定失踪者問題調査会）にてお送00160-9-583587
りください。送料は枚数にかかわらずこちらで負担します。自治体、労働組合など各種の

組織でも個人でも、一枚でも多く展開していただきたくお願いします。

■北朝鮮工作活動のルーツ（？）映画「陸軍中野学校」

この六月に発刊されて話題を呼んだ本に『金正日の料理人 （藤本健二著・扶桑社）が』

あります。著者は拉致ではなく、請われて北朝鮮に渡り、金正日の料理人となった人物。

その中で、著者が金正日の前でピストルの射撃をする場面が出てきます。うまく的に当て

ると金正日は「この中野ヤー！」と言ったそうです 「中野」は陸軍中野学校の意味で、。

しかもおそらくそれは 年代中盤、一世を風靡した市川雷蔵主演の大映映画「陸軍中1960
野学校」シリーズからイメージしたもののようです。

金正日が北朝鮮の工作機関を完全に掌握するのは 年 月。しかし金正日にはそれ1975 10
まで軍の経験もなければ工作活動の経験もありませんでした。父親金日成はソ連で工作活

動などを行う部隊にいたから真似事程度はできたかも知れませんが、金正日の経歴にはそ

れにあたるものが存在しないのです。そうすると考えられるのは本人の最も得意とする映

画ということになります。実際工作員などでこの映画を北朝鮮で見せられた人もいたよう

です。

この映画は 作全部がビデオになっていますので興味のある方はさがしてみてくださ5
い。第 作「陸軍中野学校・雲 号指令」では村松英子さん扮する某国工作員が姿を消し2 1
た日本人に成り代わる、いわゆる「背乗り」まで出てきます。ただし、中野学校で学生が

叩き込まれた情報戦の真髄は「誠」であるという部分は北朝鮮ではきれいさっぱり無くな

っているわけで、都合のいいところだけつまみ食いしたということでしょう。まあ、映画

を手本にしてやってきた工作活動に振り回されてきたと考えると情けなくなってきます

が （荒木和博）。
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■秋田美輪さんのご両親、兵庫県警に告発

、 （ ）昭和 年 月 日に失踪し 本調査会が拉致の疑いが濃いとして 番台リスト60 12 4 1000
発表した兵庫県の秋田美輪さんについて、本日ご両親が法律家の会藤原精吾弁護士を代理

人として兵庫県警に告発を行ないました。告発状は以下の通りです。

告発状

年 月 日2003 11 13
兵庫県警察本部

本部長 巽 高英 殿

徳島市北常三島町１－１１

告発人 秋田正一郎

同所

告発人 秋田嶺子

神戸市中央区相生町 － － 東成ビル 階650-0025 1 2 1 4
あいおい法律事務所

告発代理人 弁護士 藤原精吾

住所及び居所 不明

被告発人 某

告発の趣旨

被告発人を刑法第 条（国外移送目的略取誘拐）の罪で直ちに捜査の上、厳重処罰す226
ることを求める。

１、告訴にかかる犯罪事実

被告発人は国内外の協力者と共謀の上、 年（昭和 年） 月４日頃、兵庫県内1985 60 12
において、当時神戸松蔭女子大学文学部国文学科４回生であった告発人らの二女秋田美

輪（昭和 年１月 日生まれ）を国外移送目的をもって略取誘拐し、密かに日本から39 25
北朝鮮国内に移送し、現在に至っているものである。

２、関連する事実

(１) 秋田美輪の失踪時の状況

（ 。 。） 、秋田美輪 昭和 年１月 日生まれ 以下美輪という は告発人らの二女であり39 25
当時兵庫県川西市湯山台１－２３－６に住んでいた。同人は当時神戸市灘区にある神戸

松蔭女子大学文学部国文学科４回生として在籍し、自宅から通学していた。

１９８５年（昭和６０年）１２月４日、自宅から大学に出かけ、午前中英語の授業を

受け １時過ぎに友人と大学食堂で食事をとった後 校門近くで親しい友人であるＫ 告、 、 （

発状は本名記載、以下同）に 「ケーキを食べに行かない？」と誘ったが、同人にはた、

またま別の予定があったので、大学正門で同人と別れた。



その夜午後８時過ぎ、自宅の母に「Ｋさん宅に泊まる」との電話があった。

翌１２月５日朝、兵庫県城崎郡竹野町竹野の弁天浜海岸で、美輪のバッグと靴が発見さ

れたとの電話が城崎警察署から自宅に入った。電話は午前８時１５分頃であった。

警察では入水自殺した可能性が強いと見てヘリコプター、漁船、ダイバーを投入して

捜索したが、遺体は発見されなかった。

警察の捜索は２日間行なわれたが、結局「自殺」として打ち切られた。

(２) 自殺とは考え難い理由

ａ）失踪当時の美輪には、自殺を動機付ける事情が一切存在しないばかりか、家族およ

び親しい友人からみて、自殺の兆候と解しうる言動は全く窺われなかった。

、 ， 、逆に 美輪は大学のロッカーに１ ２日後提出する予定のレポートをのこしており

月 日午前には大学の授業を受け、昼食後親友にはケーキを食べに行かないか12 4
と誘っている。

また、大学当局によると、失踪まで美輪の出席状況は良く、また成績も優秀であっ

た。

ｂ）バッグ等の遺留品の発見された弁天浜は、入江になっており、もし入水自殺したの

であれば、遺体は間違いなく発見される。潮流の関係で遺体は浜に上るか、湾外に

流れ出したとしても 週間程度後には丹後半島に流れ着くはずである。1
ｃ） 月初旬は日本海岸の波浪は高く、前日夜は神戸で雨が降ったというのに、バッ12

グと靴は濡れた様子がなかった。

ｄ） 月 日夜から 日の早朝にかけて付近住民に美輪を目撃した者はいなかった。12 4 5
山陰線竹野駅から弁天浜までは キロメートル以上の距離があり、海水浴客のいな3

、 。い冬場に 美輪が夜の竹野町を一人で歩いて行ったならば目撃者が居て当然である

12 4 150ｅ）残されていたバッグ内には手帳、定期券などと共に・ 月 日大阪駅発行の

キロメートルまでの急行券 ・現金１万８千円が残されていた。、

・この急行券で行けるのは、和田山までの距離であり、竹野までの２００キロ券と

の差額は１００円しかない。かつ検札を受けた痕跡が皆無であった。

・十分な額の現金を所持していたのであるから、竹野で夜を明かすのに民宿に泊ま

ることは可能であったがその事実はない。

・ 日の夜 時頃、自宅の母親に友人のＫさんの所に泊めてもらうとの電話があっ4 8
たが、友人はこれを否定しており、美輪がうそをついたことになるが、電話の背

後には騒音もなく、シーンとしていた。

以上ａ）ないしｅ）の事実は、美輪が自らの意思で竹野に行ったのではないことを強く

示唆する。また、所持品のみが弁天浜にあったものとすると、なおのこと第３者の存在が

推定される。

(３) 拉致の可能性が高いと考える理由

ａ）地域的・時期的特徴

北朝鮮政府関係者ないし関係機関による日本人拉致事件は、特定失踪者問題調査会で

公式に確認されただけでも 件を超え、拉致の可能性がある失踪者の数は 件を10 300



。 、 。超す その中でも拉致の疑いが濃厚とされる者が 名あり 美輪はこれに含まれる12
その理由は ・失踪の状況が他の拉致事案と類似していること ・偽装工作のあった、 、

場所が過去に 度ならず北朝鮮の工作員の不法入国事件が発生した地域であること、1
・時期的に見て拉致事件が頻発していた年代にあたること ・拉致疑惑のある多数の、

ケースに照らし、美輪の年齢・性別が拉致対象者となる蓋然性を有すること。

・自殺の動機がなく、また自ら失踪する動機もないこと。

３、告発に至った理由

美輪の両親である告発人らは当初より美輪の失踪が自殺によるものとは考えられなか

。 「 」 。った しかし警察は早くも 月 日には 入水自殺 と判断して新聞に発表している12 5
、 。遺体も上らないのに死亡したとは信じられず 告発人らは毎年捜索願いを更新してきた

昨年来、北朝鮮による拉致事件が社会の注目を浴び、告発人は関係者の協力を得て失

踪時の状況を改めて調査したところ、上記の理由に加えてさらに次のような事実が判明

した。

・ １９５９年９月２９日兵庫県浜坂町で、密入国し活動していた金俊英（日本名川

上崇弘）が浜坂海岸で帰国のため工作船を待っていたところを逮捕した （浜坂。

事件）

・ １９６２年１０月１６日兵庫県香住町余部海岸から朴基華が潜入

・ １９７０年４月１４日、兵庫県城崎郡竹野町猫崎（弁天浜隣接地）の東１．８キ

ロ付近で無灯火で航行している不審船を巡視船が発見し、停戦を命じたところ、

時速２０ノットで北方に逃走した。巡視船は３００メートルまで接近し、写真撮

影したところ、不審船から自動小銃で連射された （不審船発砲事件）。

・ 年 月 日 竹野町切浜海岸（弁天浜の隣接地）で北朝鮮工作員、威国上1974 9 19
及び李庸煥の両名を逮捕した （切浜事件）。

・ 年 月 日 同町香住海岸で工作船を待機中の李基吾と黄博を逮捕（磯の1980 6 12
松島事件）

失踪当時、所轄の城崎警察署では、バッグ内にあった前記急行券に不審を抱くことも

なく、また所持していた診察券についても何の捜査も行なっていなかったことが判明し

ている。

すなわち、当時の警察は、美輪の失踪を単なる自殺案件と即断し、拉致事件としての

疑いをもって捜査することがなかった。ところが、現地付近において、過去５度にわた

る北朝鮮工作員関連の事件が発生しているのであり、これらと失踪との関連性を解明す

べきであったのである。

４、結語

２１歳の美輪が忽然と消えた時以来、両親である告発人らは片時も美輪のことを忘れ

たことはない。美輪は北朝鮮に拉致されたと考えるべき十分な根拠がある。拉致誘拐は

重大犯罪であり、かつ犯人が国外に逃れているなら時効は進行しない。何よりも、拉致



。 、による人権侵害の状態は現在もなお継続しているのである 従って日本国政府と警察は

事件を解明し、早急に被害の回復を図るべき責務を有する。

以上のような次第で、告発人らは北朝鮮政府関係者に拉致されたと信ずべき多数の根

拠を有するところ、警察当局において、あらためてその有する情報と捜査能力を駆使し

て美輪を拉致誘拐した犯人の捜査を行なうことを求めるために告発に及んだものであ

る。

証拠方法

１、失踪時の所持品 写真

２、昭和 年 月６日付サンケイ新聞記事60 12
添付書類

１） 証拠書類

２） 委任状

■失踪者ポスターの展開にご協力を

前のニュースでもお知らせしましたが 失踪者ポスター（第 版、前と同じＡ２の大き3
さ）ができました。ご入り用の方は恐縮ですが、 枚 円×枚数分の切手を同封して調1 100
査会宛ご送付いただけると幸いです。 枚以上ご入り用の場合はお手数ですが現金書留50
ないし郵便振替（ 特定失踪者問題調査会）にてお送りください。送料は枚00160-9-583587
数にかかわらずこちらで負担します。自治体、労働組合など各種の組織でも個人でも、一

枚でも多く展開していただきたくお願いします。
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■発表及び政府要請等について

調査会では今週から来週にかけて次のような予定をしております。報道関係等各位の対

応をよろしくお願い申し上げます。

１、 番台 次及びゼロ番台 次リストの発表について1000 3 6
日時・場所 月 日（金） ～ （港区芝・友愛会館 階 会議室）11 21 15:00 16:00 1 A
内容

（１） 番台（北朝鮮による拉致の可能性が高いと思われる失踪者）リストの1000
発表（ 名）4

、 、※このリストは今回で 人になりますが 調査会の作業能力の限界もあり16
全体を同様に調査して可能性の高い順に出しているわけではありません。

この 人と同等ないし、さらに可能性が濃いのではないかと思われる方16
々もおり、それらについては今後順次発表していきます。

（２）ゼロ番台（従来と同じ「拉致の可能性が完全には排除できない」失踪者）リ

ストの発表（ 名 。これで現在の公表者は 名（ 名発表し、内 人が4 184 186 2）

日本国内で発見）になります。

（３） 月 日の要請等についての説明11 27

２、 番台リスト失踪者ご家族の政府・拉致議連に対する要請等1000
日の会見で発表する 番台リストのご家族とすでに 番台リストとして発表21 1000 1000

している失踪者のご家族が政府・拉致議連に対して要請を行ないます。

日程と場所 月 日（木）※日程は一部変更の可能性があります。11 27
午前中 調査会からのご家族に対する状況報告・打ち合わせ

午後 時 内閣府支援室に要請1
午後 時 拉致議連役員に要請（参議院会館第 ・第 会議室）2 3 4
午後 時 記者懇談（場所は同じ参議院会館第 ・第 会議室。参議院会館では3 3 4

「会見」はできないため「懇談」としてあります。やり方は通常と同じです）

終了後解散

今回は 日発表分も含め失踪者 人の半数以上の方のご家族が参加の予定です。この21 16
ような形で調査会がコーディネートし、ご家族がまとまって要請を行なうのは今回が初め

てです。なお、前述のようにゼロ番台リストの失踪者の中でもまだ現在 番台リスト1000
に入っている人よりさらに可能性が高いと思われるケースもあります。したがって、今回

の要請は個別の失踪者についての要請ではなく、この問題全体を政府・国会が真剣に取り

組むよう要請するものです。



<<<<<<<<調査会ニュース >>>>>>( )Vol.52 2003.11.19-2
■報道関係各位 月 日の日程変更について11 21
先程ニュースで流した 日金曜の日程について、発表後に同日 時から拉致議連の総21 2

会があることが分かりました。調査会役員もこれに参加する必要があるため、以下のよう

に変更させていただきます。お手数をおかけしますが何卒よろしくお願い申し上げます。

記者会見 時 分頃から 衆議院第一議員会館第一会議室15 30
（拉致議連総会終了後ブリーフィングがありますので、それが終わり次第行ないます。

若干時間が前後する可能性がありますのでご注意下さい）

※国会内の通行証のない報道関係者については第 議員会館入り口で通行証をお渡しし1
ます。

※内容等については前に流した通りです。なお、ゼロ番台第 次リスト及び 番台6 1000
第 次リストは 日当日朝メールニュースで流します。これには連絡先は入りませ3 21
んので、取材等で連絡先がご入り用の場合は当日調査会にご連絡の上ＦＡＸでお受け

取り下さい。



<<<<<<<<調査会ニュース >>>>>>( )Vol.53 2003.11.20
■報道関係各位 リストの発表について

明日 日のゼロ番台 次リスト及び 番台 次リスト発表ですが、次のように行な21 6 1000 3
いますのでよろしくお願い申し上げます。

午前 時～ 調査会事務所にてデータ公開（資料配付及び写真掲示）10
午後 時半～ 記者会見（衆議院第一議員会館第一会議室）3

※拉致議連総会後のブリーフィングが終わった後になりますので時間は若干前後する可

能性があります。

※このときも資料配付、写真掲示を行ないます。

※この記者会見開始をもってデータの解禁とします。

※通行証のない方には議員会館入り口で担当者が通行証をお渡しします。



<<<<<<<<調査会ニュース >>>>>>( )Vol.54 2003.11.21
※先程の衆議院第 議員会館での記者会見でパソコンをお忘れになった方がおられまし1
た。会館の事務局に預けてありますのでお心当たりの方はご確認下さい。

■ゼロ番台 次リスト及び 番台 次リスト6 1000 3
（ 「 」本日調査会ではゼロ番台リスト これまで 拉致の疑いが完全には排除できない失踪者

として発表してきたもの 人と 番台リスト（ゼロ番台リストのうち調査会が「拉致5 1000
の疑いが濃い と発表したもの 人を発表しました これでゼロ番台リストは 人 こ」 ） 。 （4 185
れまで 人発表し 人が日本国内で発見 、 番台リストは 人になりました。182 2 1000 16）

＜ゼロ番台 次リスト＞6
省略

＜ 番台 次リストの発表文書＞1000 3

北朝鮮による拉致事件の疑いが濃いと思われる失踪者

（ 番台リスト第 次発表・平成 年 月 日）1000 3 15 11 21

特定失踪者問題調査会

調査会には現在 人余の失踪者リストがありますが、このうち拉致の疑いの濃い失踪380
者を「 番台リスト」して 人を発表してきました。既に発表したのは以下の方々で1000 12
す。

、 、 、 、 、 、加藤久美子さん 古川了子さん 高敬美さん 高剛さん 金田竜光さん 松本京子さん

大屋敷正行さん、大澤孝司さん、国広富子さん、新木章さん、山本美保さん、秋田美輪さん

（ ） 。今回これに加えて次の 人の方々 すべて公開済み を 番台リストに加えました4 1000

水島慎一さん、斉藤裕さん、今井裕さん、佐々木悦子さん

この基準は「自らの意志による失踪、自殺など、拉致以外の可能性が考えられない失踪

事件」ということですが、それに加えて各種の要素を考慮した上で判断しました。例えば

水島さん、斉藤さん、今井さんについては大屋敷さんも含めた同種失踪事件が集中（昭和

、 年の男子高校生）していることなどです。43 44

前回の発表の折りもお伝えした通り、調査会の能力からして現状で全てのケースを均等

に調べ、順位をつけて可能性の高いものから発表することはできません。したがって「ゼ

ロ番台リスト」の中には「 番台リスト」と同程度ないしより拉致可能性が高いので1000
はないかと思われるケースも存在します。これらは今後の調査にともない順次 番台1000



リストとして発表していく予定です。

今回発表した 番台リスト 人に関するメモ（敬称略）1000 4

水島慎一（みずしま しんいち）

1949.4.24生年月日：

1968.2.9失踪時期：

失踪場所：富山県下新川郡朝日町宮崎海岸

当時の住所：富山県下新川郡朝日町

当時の身分：泊高校普通科 年生3
状況：失踪した日卒業前の期末試験の最終日。昼頃帰宅し、自宅裏の海岸にバットの素振

りをしてくると言って出かけたまま行方不明。就職は決まっていた。夕方海岸にバ

ットが転がっていたのが発見される。当日はべた凪。水島さんは遠泳の名手で溺れ

た可能性はない。

本人の特徴：身長 センチ、体重 キロ、がっちりした体格、野球部キャプテンで腕165 75
力には自信があった、右利き

斉藤 裕（さいとう ひろし）

1950.9.17生年月日：

1968.12.1失踪時期：

失踪場所：北海道稚内市

当時の住所：北海道稚内市

当時の身分：稚内商業高校機械科 年生3
状況：当日夜７時頃、 キロくらい離れた友人の女性宅を訪ねたが不在だったので、また4

来ると告げて出て、浜の方へ下りていったまま消息不明。当日、＋ 度、晴天、積8
雪 。当時の服装は、タートルネック、下は学生ズボン、サンダル履き。大阪の会0
社に就職が決まっていた。

本人の特徴：身長 センチ、やせ型（小柄）腕に火傷痕（左右は不明 、盲腸の手術跡160 ）

今井 裕（いまい ゆたか）

1950.12.20生年月日：

1969.3.2失踪時期：

失踪場所：青森県弘前市

当時の住所：青森県弘前市

当時の身分：弘前工業高校 年生3
状況： 月 日の卒業式で答辞を読むことになっていた。夕方タートルネックに着替え制3 4

服のボタンを買いに行きそのまま行方不明に。東京の会社に就職が決まっていた。

本人の特徴：身長 センチ位、体重 ～ キロ。右の頬に子供の時木に登ってついた170 62 3
傷が残る。眼鏡着用



佐々木 悦子（ささき えつこ）

1963.12.6生年月日：

1991.4.22失踪時期：

失踪場所：埼玉県浦和市（当時）の自宅を出たまま行方不明。

当時の住所：埼玉県浦和市

当時の身分：銀行員（パート）

状況：出勤すると言って家を出たが、当日は休みをとっていた。そのまま失踪し、以後情

報なし。佐々木さんについては亡命者の目撃情報がある。この情報自体はまだ確認

できていないが調査会としては関心を持っている。

本人の特徴：身長 センチ、体重 キロ、頭髪は背中くらいまで長め、左目の下に泣162 52
きぼくろあり、両手共ふっくらとしているが指先が細い。

＜斉藤裕さん及び佐々木悦子さんについての目撃証言＞

亡命者権革氏は斉藤さんと佐々木さんの両方を、金国石氏は斉藤さんを目撃したと証言

。 、 、しています 二人の目撃情報は未確認であり あくまで参考情報として考慮していますが

概要は次の通りです。

★権革氏の証言

（斉藤裕さんについて）

この人と初めて出会ったのは 年５月。私（権氏）は 軍校の９大隊に所属する中1978 57
尉だった。当時 軍校は黄海北道谷山郡にあり、そこで彼（斉藤さん）が日本の風習を57
教えていた。階級は大尉で、所属は 軍校チョンボン邑にある指導部だと思う。 年に57 79
は泰川の軍官学校で日本語の教官もしていた。身長は ほどだった。170cm

（佐々木悦子さんについて）

悦子さんを見かけたのは 年６月。平壌市の東大院区三馬洞にある 部隊の本庁1994 5454
、 。 。舎の通信局の一室で 日本からの電波の解析をしていた ６ｍほど離れたところから見た

その後、運動場でも見かけた。当時の語学参謀長が、美人で頭の良い女性がいるから会っ

てみないかと紹介してくれたので顔を覚えている。

★金国石氏の証言（斉藤裕さんについて）

。1990 7 1992 8 10年 月～ 年 月の間に在学していたマドンヒ偵察大学で 回以上見ている

当時生徒は皆日本人だと知っていた。教官の中ではただ 人北朝鮮軍の軍服を着ていた。1
友人から聞いたところでは運動神経が良かったという。



<<<<<<<<調査会ニュース >>>>>>( )Vol.55 2003.11.25
■報道関係各位 日取材の対応について27

日の特定失踪者家族の政府・拉致議連への要請に関する取材は次のようにさせてい27
ただきます。各位には何卒よろしくお願い申し上げます。

午前 時から 時 調査会からご家族への説明、意見交換（港区芝、友愛会館会議室）10 12
（取材は頭撮りのみ、終了後直ぐに移動しますのでぶら下がりも対応できません）

終了後タクシーで内閣府に移動

時から 時 分頃 内閣府拉致被害者・家族支援室に要請13 13 40
（取材は内閣府建物の出入りのみで、支援室には入れません。終了後直ぐに

参議院議員会館に徒歩で移動しますのでぶら下がりも対応できません）

時から 時迄 参議院議員会館会議室で議連役員へ要請14 15
（取材は頭撮りのみ）

時から 時迄 同室で記者懇談（会見）15 16
終了後解散

このような政府要請は初めてのため、報道関係の対応がどの程度になるのか想像できま

せんのでカメラの台数の制限等は特に設けませんが各位には節度ある取材をよろしく

お願い申し上げます。

■地方議会での請願陳情にご協力をお願いします

以下の文章は特定失踪者問題に関する地方議会への請願陳情文書のモデルです。このニ

ュースをごらんの方で各地の議会に請願陳情を出すことの出来る方はぜひご協力下さい。

また、提出・採択された場合は調査会までご連絡いただけると幸いです。

「政府未認定とされている北朝鮮による拉致事件の真相究明と早期の原状回復を求める意

見書提出」についての陳情（請願）

１，陳情の要旨

○○市議会として政府関係機関に対して「政府未認定とされている北朝鮮による拉致事

件の真相究明と被害者の早期原状回復を求める意見書提出」の意見書の送付を宜しくお願

い致します。

２，陳情の理由

衝撃的な日朝首脳会談から一年が経過しましたが昨年の首脳会談の中で北朝鮮側は以前

から日本側が求めていた拉致被害者の安否確認に応じました。

その安否確認の中で驚くべき事実が明らかになりました。それは日本政府が安否確認を

求めていた以外の曽我ひとみさんが含まれていたことです。

その後救う会や現在拉致の疑いのある失踪者の調査を行っている特定失踪調査会には

１１月末日現在ご家族からの問合せ約 名を含め 人もの調査対象失踪者のリストが330 380
あります。現在は警察等の関係機関も捜査に動き始め、さらに韓国に亡命した北朝鮮政府

関係者などの脱北者などの目撃証言も寄せられています。



国民の安全と人権を守る観点からも○○市議会におきまして、政府未認定とされている

拉致事件の真相究明と被害者の早期原状回復を求める要旨の意見書を政府に提出して下さ

いますよう陳情するものです。

○○市議会議長 □山△男様

平成 ５年×月×日1
◎川▽子



<<<<<<<<調査会ニュース >>>>>>( )Vol.56 2003.11.26
■ 号後半の請願陳情文書モデルは救う会神奈川の川添友幸事務局長から神奈川県逗子55
市議会に提出されたものを一部直したものです。

＜報道関係各位＞

日午後の内閣府への要請の折りの取材ですが、支援室から取材の方は内閣府敷地内27
には入れない旨連絡がありました。今回それぞれのご家族の上京にあわせてローカルのマ

スコミが相当数来る可能性があるためで、こちらも初めてのことゆえ慎重に対応せざるを

得ません。ご理解を賜りますようお願い申し上げます。



<<<<<<<<調査会ニュース >>>>>>( )Vol.57 2003.11.26-2
■＜報道関係各位＞

日午後の内閣府への要請について、もう一度変更になり、内閣府建物 階での出入27 1
。 。りの撮影は可能とのことです ただし前後の日程がありますのでぶら下がりはできません

ご了承下さい。

今回対象となる 番台リストの失踪者は 家族 名で、要請に参加するのは現時1000 15 16
点で 家族 名の予定。記者会見にも大部分のご家族は参加されます。内閣府支援室で13 20
は中山参与、小熊室長らが対応される予定です。



<<<<<<<<調査会ニュース >>>>>>( )Vol.58 2003.11.27
■政府・議連に要請

本日 日、調査会がこれまで拉致の疑いが濃いとして発表したいわゆる「 番台リ27 1000
スト」 人の家族（ 家族）のうち 家族（ 家族は代理）が東京に集まり内閣府と国16 15 13 1
会を訪れ特定失踪者問題についての要請を行ないました。

要請内容は下記の通りで、調査会及び家族支援委員会からの要請書を内閣府では中山恭

子内閣官房参与へ、国会では中井洽拉致議連会長代行に手渡しました。

また、調査会では 日に理事会を開催、すでに今月秋田美輪さん拉致に関し兵庫県警26
に被疑者不詳、海外移送目的誘拐容疑で告発したのと同様、来年のできるだけ早い時期に

番台リストの失踪者について全国一斉の告発を行なうことを決定。 日午前に開か1000 27
れたご家族への説明会でご家族からも了承を受けました。これは東京で東京地検、各地で

1000所轄警察に告発を行い、あわせて日弁連に人権救済の申し立てを行なうものです。

番台リストは今後も増えていきますので、何人が告発を行なうことになるかは不明です。

なお、要請書に「本調査会が『拉致の疑いが濃い』と認定した事案など、拉致の可能性

のある失踪事件について」とあるように、私たちは現在の 番台リストはまだ氷山の1000
一角であると認識しており、現在ゼロ番台リストにある失踪事件でもやがて 番台リ1000
ストにいれることになると考えられる事件は相当数あります。調査会の能力の限界はあり

ますが、今後さらに活動を進めていく所存です。

＜政府宛要請書＞

特定失踪者に関しての要請書

平成 年 月 日15 11 27
内閣官房長官殿

警察庁長官殿

公安調査庁長官殿

海上保安庁長官殿

防衛庁長官殿

特定失踪者問題調査会

代表 荒木和博

特定失踪者問題調査会家族支援委員会

委員長 真鍋貞樹

要請趣旨

特定失踪者問題調査会(以下、調査会)では、現在、 名の方を「拉致の疑いが濃い」16
として発表した(詳細は別紙参照)。今後の調査の結果次第では、さらに「拉致の疑いが濃

い」方が増えていくことが予見されている。



調査会の認定は、捜査当局の認定の手法とは異なり、あくまでも状況証拠を積み重ねた

、 。ものから総合的に判断するとともに 目撃情報などを加えて判断するに至ったものである

つまり 「拉致以外の可能性が全くない」ケースと判断したものである。このように、調、

査会の認定の手法は、警察当局などの物証を積み重ねていく手法とは異なるのである。し

かしながら 「拉致」という極めて巧妙かつ時間的経過が経った犯罪行為を認定していく、

手法としては、本人が脱出するか亡命者からの正確な情報がもたらされない限り、この手

段しか存在しないのである。

よって、政府におかれては、こうした「拉致の疑いが濃い」と認定した方々など、調査

会に届けられたリストをはじめとした拉致の可能性のある失踪者について、再捜査もしく

は再調査をされ、失踪の全容解明に努めるよう、強く要請するものである。

要請事項

１．政府関係当局において、本調査会が「拉致の疑いが濃い」と認定した事案など、拉致

の可能性のある失踪事件について、速やかに再捜査・再調査をされたい。

２．再捜査・再調査の結果を、ご家族はもとより、可能な限り国民に公開されたい。

３．再捜査・再調査の結果 「拉致」と政府が認定するに至った場合には、速やかに日朝、

交渉の俎上にのぼらせること。

４．調査と並行し、朝鮮半島における緊急時に備え、邦人保護の立場からの救出のための

準備を進めること。

以上

＜拉致議連宛要請書＞

特定失踪者に関しての要請書

平成 年 月 日15 11 27
北朝鮮に拉致された日本人を

早期に救出するために行動する議員連盟

会長 平沼赳夫殿

特定失踪者問題調査会

代表 荒木和博

特定失踪者問題調査会家族支援委員会

委員長 真鍋貞樹

要請趣旨

特定失踪者問題調査会(以下、調査会)では、現在、 名の方を「拉致の疑いが濃い」16
として発表した(詳細は別紙参照)。今後の調査の結果次第では、さらに「拉致の疑いが濃

い」方が増えていくことが予見されています。

調査会の認定は、捜査当局の認定の手法とは異なり、あくまでも状況証拠を積み重ねた

ものから総合的に判断するとともに、目撃情報などを加えて判断するに至ったものです。



つまり 「拉致以外の可能性が全くない」ケースと判断したものです。このように、調査、

会の認定の手法は、警察当局などの物証を積み重ねていく手法とは異なるのです。しかし

ながら 「拉致」という極めて巧妙かつ時間的経過が経った犯罪行為を認定していく手法、

としては、本人が脱出するか亡命者からの正確な情報がもたらされない限り、この手段し

か存在しないのです。

よって 「拉致議連」におかれましては、政府に対して、こうした「拉致の疑いが濃い」、

と認定した方々など、調査会に届けられたリストをはじめとした拉致の可能性のある失踪

者について、再捜査もしくは再調査をされ、失踪の全容解明に努めるよう、強く働きかけ

るよう要請致します。

要請事項

１．政府関係当局において、本調査会が「拉致の疑いが濃い」と認定した事案など、拉致

の可能性のある失踪事件について、速やかに再捜査・再調査をされるよう働きかけて

ください。

２．再捜査・再調査の結果を、ご家族はもとより、可能な限り国民に公開されるよう働き

かけてください。

３．再捜査・再調査の結果 「拉致」と政府が認定するに至った場合には、速やかに日朝、

交渉の俎上にのぼらせるよう働きかけてください。

４．調査と並行し、朝鮮半島における緊急時に備え、邦人保護の立場からの救出のための

準備を進めるよう働きかけてください。

以上
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■訃報

昭和 年 月 日に失踪し、調査会が拉致の疑い濃厚としている山口県宇部市の国広51 8 2
富子さんのお母さん、久保保子さんが昨日逝去されました。享年 才。お母さんは最後76
まで富子さんのことを心配しておられました。再会を実現できなかったことを申し訳なく

思います。

お通夜、告別式の日取りは次の通りです。

お通夜 日午後 時から7 5
告別式 日午前 時から8 11
会場 宇部葬典社（宇部市松山町 ）1-7-9 0836-31-0004
喪主 国広文彦様（ご子息）
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■秋田美輪さんの学籍回復

19 4先週金曜（ 日）に当調査会岡田理事に連絡が入ったところでは、神戸松蔭女子大

回生当時の昭和 年に拉致された秋田美輪さんに関し、大学では同日付けで学籍を回復60
すると決定したとのことです。一刻も早く秋田さんが校門をくぐれる日が来ることを期待

しています。

■大澤孝司さん、山本美保さん家族政府に署名提出

昭和 年佐渡から拉致された大澤孝司さんと昭和 年甲府で拉致され後に柏崎でバッ49 59
クの発見された山本美保さんの家族がそれぞれの地域で集めた署名を次の予定で政府に提

出します。

月 日（木） 於内閣府拉致被害者・家族支援室12 25 13:00
支援室は小熊室長が対応予定（中山参与は未定）

大澤さん側はお兄さん 名と小島晴則・新潟救う会代表をはじめ支援者合計 名）2 3

山本さん側はお母さん、妹さん夫妻および山下滋夫・調査会理事はじめ支援者 名です。3
調査会代表荒木も同行します。

（報道関係各位）

取材は今回は内閣府のロビーでの撮影と会議室内での署名手交（頭撮り）ができます。

取材される方は当日 ： までに内閣府においでの上、支援室担当者の指示に従ってく12 50
ださい。その他の詳細については支援室にお問い合わせください。
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■大澤孝司さん、山本美保さん家族政府に署名提出

昭和 年佐渡から拉致された大澤孝司さんと昭和 年甲府で拉致され後に柏崎でバッ49 59
グが発見された山本美保さんの家族がそれぞれの地域で集めた署名を本日二五日午後 時1
内閣府拉致被害者・家族支援室に届け小熊室長に要請を行いました。

月 日（木） 於内閣府拉致被害者・家族支援室12 25 13:00

要請を行ったのが大澤さん側はお兄さんの昭一さん、茂樹さんと小島晴則・新潟救う会

代表ら支援者の方々、山本さん側はお母さんの文子さん、妹さんの森本美砂さん、美砂さ

んのご主人の森本直行さんおよび山下滋夫・調査会理事はじめ支援者の方々です。代表荒

木、常務理事杉野らも同行しました。

22813 125500 148313提出された署名は大澤さんの側が 人分、山本さん側が 人分、合計

人分でした。要請文書の内容は以下の通り。

（大澤さんの要請文）

内閣官房参与 中山恭子様

要請書

「特定失踪者問題調査会」が 月 日に「拉致濃厚」と「認定」した 名の一人、大9 25 16
澤孝司(当時 歳 新潟県庁職員、昭和 年 月 日佐渡新穂村で失踪)について新潟27 49 2 24
県警に於いても「北朝鮮による拉致容疑濃厚」の線で再捜査続行中と承っております。

事件発生からすでに 年です。家族は父 福一郎( 歳)の元気なうちに救いたい一念30 93
で全力を尽くしております。

今春 月、地元の「巻町文化会館」で、救う会佐藤勝巳会長を迎え、 余名が集い、3 800
「救出」を誓い、来春 月同会場で調査会、荒木代表、家族会横田代表らを招き「第 回3 2
集会」を予定しています。

どうか「救出の念願」が一日も早く実現しますように、此処に「嘆願署名」 ． 名22 823
分を提出し、お願い申し上げます。

平成 年 月 日15 12 25
「大澤孝司の家族」 兄 大澤昭一

次兄 大澤茂樹

「大澤孝司さんと再会する会」 代表 川村 保

「大澤孝司さんの同窓代表」 宮崎直樹

横田めぐみさん等拉致日本人救出新潟の会 会長 小島晴則



（山本さんの要請文 宛て先は総理・外務大臣・関係閣僚・中山内閣官房参与宛で別々の

ものを渡されましたが内容は同じです）

謹啓

内閣官房参与におかれましては、日頃より「拉致問題」に関しまして、並々ならぬご尽

力を賜り、心より感謝申し上げます。

さて、私どもの家族であります山本美保は、 年前に「図書館に行ってくる」と言い19
残して家を出たまま行方が分からず、昨年来拉致の疑いが持たれております。先日、特定

失踪者問題調査会において美保を含む 人の「拉致濃厚」の発表がなされ、政府にたい16
し「拉致認定」の申請をしていただいたところです。

その節は、大変お忙しいところ、ご対応くださり、ありがとうございました。

過日の北朝鮮に関する六カ国協議におきましては頑なな北朝鮮の態度には抑えきれない

怒りも感じるところではありますが、諸国の理解と働きかけにより再度協議を続ける確約

を得たことは、大きな前進だと思っております。安易な条件に乗るとなく、確実に問題解

決の道筋を進めていって欲しいと切に願っております。

当面の課題は昨年 月に 年ぶりに無事帰国をはたされ、尚ご家族と離れ離れの生活10 24
を強いられている蓮池さん、地村さん、曽我さんのご家族が一刻も早く救出されることで

あり、私どももそれを強く願っております。

しかしながら、私ども未認定の家族としての一番の懸念は、 人の方のご家族が救出さ5
れた段階で、この拉致問題は終結を迎えてしまうのではないかということです。そうしま

したら、美保も含めた 人余りの特定失踪者の問題は、闇の中に葬られてしまうことに370
なります。

拉致は重大な人権侵害であり、北朝鮮の国家犯罪です。相手がどんな国であれ、核の脅

しなどに屈することなく、人権尊重を訴え、国際世論の力を借りて正攻法で戦えるはずだ

と思います。安易に国交正常化に踏み切ることなく、全ての拉致された人々が無事救出さ

れるまで、ねばり強い交渉を続けてほしいと思います。

、 、どうか 拉致問題と同様に特定失踪者の問題も同じ事案として深く心に留めていただき

その真相と所在が明らかにされるまで、国の責任においてねばり強く対応してくださいま

すようお願いいたします。

韓国においても五百人近い拉致被害者がいるといわれ、家族も含めて今尚くるしんでお

ります。日本と韓国が連携し毅然とした態度で、拉致問題の全面解決に迫る体勢を作って

いただきたいと思います。

さらに、難しい国際ルールもあろうかとは思いますが、日本の警察、または国際警察が

北朝鮮に入り捜査することはできないものでしょうか。どうか、家族の切なる気持ちを御

汲みいただき、実現に向けてご尽力いただけますようよろしくお願い申し上げます。

この難しい問題に取り組んでいくに当たっては、家族も自らの生活や仕事を犠牲にして

いるのが現実です。先日、拉致濃厚といわれた方の家族が集まった際やはり生活の維持が

できるかという

思いは、共通の不安事項でした。将来、問題の長期化の中で、活動と生活維持の両立が

できるかという不安は常につきまとい苦しんでおります。



拉致被害者及び特定失踪者の家族に対して社会全体のご理解とご支援がいただける環境

作りにお力添えいただきたいとおもいます。全体解決のメドが立っていない今、家族救出

の運動を長期的に続けていくためのバックアップ態勢を是非とも作っていただけますよ

う、せつにお願い申し上げます。

今年のはじめ病床に倒れた美保の父親が、あと一年と宣告された時、焦りとともにもし

かしたら一目だけでも間に合うかもしれないという一縷の希望を持ち続けました。しかし

ながら、急速に進んだ病状は、その望みさえも無残に打ち砕き、五月父親は帰らぬ人とな

ってしまいました。

先日も拉致濃厚の方の妹さんとお会いし、共に姉の再開めざしてがんばりましょうとはげ

ましあった矢先、そのお母様が亡くなられました。

無念でどうしようもありません。

ご理解いただいているとは思いますが、私たち家族は年老いていく親の年齢を止めるこ

とはできません。あまりに時間がないのです。

何とぞ、家族の心情をご理解いただき、一刻も早い救出の実現のために、お力添えをいた

だけますよう、切にお願い申し上げます。

敬具

平成十五年十二月二十五日

内閣官房参与 中山恭子殿

山梨県甲府市長松寺町十二ー十四

山本 文子（母）

森本 美砂（妹）


